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1 . ｛立じめに

5年（1600）に出雲田へ入部して富田城を本拠とした堀尾氏は、慶長 12年頃から

16年にかけて松江域と城下町を建設し、本拠を移転した。富田城はその後も支城とし

て機能していたと考えられているが、やが

推測される。

しかし、富田城の膝下に広がっていたと思われる富田城下町は、すべてが松江に移転し

たのではなく、一定部分は引き続き町場として存続したと考えられる。そして、完文 6年

( 1666）の大洪水によって、富田J11 （飯梨J11）の流路が大幅に変化し、町の大半が流失＠

水没したものと思われる。松江藩松平家初代の直政は同年 2月に死去し、後を揺いだ子息

の松平綱隆は、弟の松平近栄に 3万石（広瀬蕃）、その弟の松平隆致に 1万石（母皇藩）

を分与していたので、大洪水が起きた当時の富田町は、近栄の支配が始まったばかりの

であった。近栄は、翌兎文 7年から町の移転事業を開始し、寛文 8年には富田川西岸に新

たな陣屋町（広瀬町）を建設した。

20年の一国一城令により破却されたと

ハi向富田去午の秋洪水にて満水残の町五町程御鹿候、比左町を居屋敷広瀬の方へ引

越串度奉存候、以上、

寛文七年丁未ニ月 日 松平上野介

（『島根県史』第 8巻、 1930年）

田川河床遺跡における考吉学上の成果を除き、中世の富田城下町に関する史料は、全

く残されていないと言わざるをえないので、その復元的考察はきわめて難しい。ただし、

田城下町を何らかの意味で引き高齢、でいたと推測される 17世紀（寛文 6年以前）

の富田町に関しては、富田J11河床遺跡から大量の出土品が確認されているだけでなく、断

片的な史料によって、わずかにその痕跡をたどることができる。 17世紀の富田町を追究

することは、中世富田城下町の実像を明らかにする重要な手がかりであると考えられる。

そのため、以下の点、が課題となる。

( 1 ) 17世紀の富田町について、文献史料による復元を試みること

( 2) 17世紀の富田町は、中世富田城下町から何を引き継ぎ、何を引き継がなかった

のか、検討すること

( 3 ）富田川河床遺跡における の成果や、明治初年の地籍図に残された地名情

報をふまえながら、中世の文献史料に残された富田馬辺の状況を、富出城下町と

の関淳においてとらえること

田城下町に関しては、妹尾豊三郎氏＠蓮間法樟氏（広瀬町教育委員会 1977)・原

（向 1992）による研究が重要と患われる 本稿は、それらの手法と成果

がら、あらためて中世富田城下町の復元的考察を深めることを目的とする。
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2. 「富田町帳村」の成立 ～文献史料から 17世紀の富田町を探る～
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ど、中世城下町の所在地として最も可能性の高： 牧 村 ＼ ＼ 
い場所に位置していたと思われる。このうち「町 図3 近世富田町帳村周辺図

帳村」は、延宝 2年（1674）能義郡富田町帳御検地帳（広島大学所蔵「中国玉県土地・租税

資料文庫」所収）によれば、正式には「富田町帳」とも称されたことが知られる。また「山

帳村」については、明治 5～ 8年（1872～ 1875）の製作と思われる「第七拾四匝能義郡

町帳村全国j 「出雲園能義郡第七拾四匝町帳村繕園J（し＼ずれも広島大学所蔵「中国玉県

土地・租税資料文庫」所収）に、町帳村の南東側（富田城跡の丘陵部分）に隣村として「山

正保 2年（1645）の 「正保出雲国隠岐国絵図J

（国立公文書館所蔵）には、楕円で固まれた各 ・．

村の名称が出雲国全体にわたって記されてお

形帳村Jの名が記されている。

「町帳Jや「山帳（山形帳）」などの村名の由来は明らかでないが、他の村とは異質な

名称である点は、注目されるところである。あくまでも推測にすぎないが、先行して存在

した町場とその後背地に対して、かつて地料銭等を賦課するための 2種類の帳面が存在し、

それを支配の根拠とした周囲とは異なる領域（町帳に基づいて支配された町場と、山帳に

基づいて支配された後背地） が存在し、近世に入ってその遺称が村名として引き継がれた

のではなし 1かと思われる。「山形帳Jは、もとは「山方帳」であったのかもしれない。

この「富田町帳Jこそ、 17世紀富田町の所在地（具体的には、町場の中心部分を含む

村の領域）であったと推定される。残念ながら町場の実像を示す史料はほとんど残されて

いないが、断片的な情報を収集することは可能である。 17世紀における富田町の実像を

知るために、重要な拠り所と考えた史料は、以下の検地帳類である。

①寛永 3年（1626）富田圧内贋瀬村御検地帳（「中国玉県土地・租税資料文庫」 8-151)

②寛永 3年（1626）富田庄内贋瀬村御検地帳（「中国玉県土地・租税資料文庫」 8-151)

③寛永 3年（1626）富田圧之内牧谷村御検地帳（「中国玉県土地・租税資料文庫J8-155) 

④万治 2年（1659）能義郡古川村御検地帳（「中国玉県土地・租税資料文庫」 8-131)

⑤万治 2年（1659）能義郡古川村御検地帳（「中国玉県土地・租税資料文庫J8-132) 

⑥寛文 3年（1663）能義郡之内石原村御検地帳（「中国玉県土地・租税資料文庫」 8-11O) 

⑦寛文 3年（1663）能義郡之内石原村新田新畠御検地帳（「中国玉県土地・租税資料文庫」 8-112)
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③寛文 8年（1668)

⑨寛文 8年（1668) 

⑬延宝 2年（1674)

⑪延宝 2年（1674)

⑫元禄2年（1689)

『安来市史料調査報告』 2009年）

er中国玉県土地・ 8-153) 

（「中国五県土地＠ 8-158) 

（「中 e 租税資料文臆J8-159) 

（安来市教育委員会 2009 

①～⑦は、寛文 6年の洪水より以前のものであり、富田町が富田jI i東側に存在していた

時期のものと考えられる。そして③～⑨は、洪水によって被災した富田町の屋敷地が、

瀬町へ引き移された際のものである。特に③は、おそらく 17世紀の富田町の内部構成を

全体的にうかがわせる史料として貴重である。

ただし③は、富田町の全体を示すものであるとは言えないし、各屋敷の間口の長さ

（「面J）があまりにも整い過ぎているので、必ずしも洪水以前の状態を忠実に反映した

ものとは言えず、あくまでも移転経費負担の割り当てを目的に作成された帳簿ととらえて

おく必要がある。現時点では、これ以外に富田町の内部構成を直接うかがわせる史料が残

されていない。しかし、富田町に居住していた人々は、周辺の村々にも田畑を所持してお

り、特に近接する広瀬村・牧谷村・古川村・石原村の検地：擦には、名請人として数多く確

認することができる。以下では、そのような事例を列挙する。

①寛永 3年（1626）富田底肉麗瀬材調接地i譲（「中国五県土地＠租税資料文庫J8-151) 

②寛永 3年（1626）富盟産内援護瀬村御換地譲（「中国五県土地・租税資料文庫J8-151) 

①②は、富田川西側の広瀬村の検地帳（①は「田方j、②は「畑方J）である。これよ

り60年ほど後には、この村の中に広瀬町が建設されることになる。

この当時、富田）I iを挟んで富田町帳の南西方向に近接していた慶瀬村には、とりわけ数

多くの富田町住人が田畑を所持していたようであり、名詩人として検地帳に登録されてい

る。広瀬町教育委員会『富田川河床遺跡発掘調査報告』（1977年）には、それに基づい

て富田町居住者の集許表を作成している。ただし、各名詩人が富田町居住者であるかどう

かは、史料の性格上、その肩書きから誰測するよりほかに手だてがなく、当然のことなが

ら確実な証明が難しい。

以下では、富田町内の個別町名と思われる肩書きや、高職人の屋号と思われる肩書きを

手がかりとして、あくまでも富田町住人である可能性が高い人物を列挙する。ただし、全

てが富田町住人ではない可能性や、取り上げなかった名詩人のなかに富田町住人が他にも

した可能性は、排除できない。また、肩書きは異なっていても、同一人物である

れている可能性は高いが（特に、居住地が富田町内全体を恭すと思われる「町j との

み記されているものなど）、これも判断できる手がかりがないので、便宜上別人物として

列挙する。 （璽は難読文字。以下問じ）
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本町 源右衛門五右衛門

西部兵衛与本衛門壱郎右衛門

作右衛門次郎五郎

治兵衛
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新右衛門

太郎襲撃



上町 弥右衛門

中町 与右衛門

下町 弥右衛門

板崖町 小又孫兵衛助左衛門善太郎彦十郎三郎左衛門源兵衛

茅屋町 助六又市太郎右 衛門宗一郎助蔵宗三郎宗四郎源四郎

宗十郎彦右衛門彦四郎又右衛門

馬口郎町 孫四郎作右衛門源十郎六源次郎助五郎

与五郎盤兵衛源七郎

魚町 喜左衛門又六新五郎孫兵衛助左衛門

六町自 仁左衛門

ひき〉町 久蔵次郎左衛門次郎右衛門小助又三郎与三郎善右衛門

後町 又右衛門

町 善三郎三蔵次郎左衛門藤右衛門二郎右衛門弥右衛門藤左衛門

源右衛門五右衛門四郎兵衛小又新右衛門孫右衛門助市助蔵

孫、 三 作 右 衛 門 六左衛門源四郎宗右衛門彦兵衛又左衛門与四郎

藤次郎新五郎与次郎六蔵喜作仁左衛門宗十郎孫四郎

太郎右衛門介六（助六） 弥兵衛与三郎助五郎彦左衛門孫十郎

助左衛門宗左衛門与兵衛源次郎寿潟

《職名築震号》

目代 喜右衛門（紀右衛門） 弥次郎

総や 清兵衛新右衛門次郎右衛門与右衛門源次郎清次郎又市

与吉彦四郎善右衛門

大工来四郎 番匠石 井

頴子鹿与吉市右衛門

j菌清兵衛宗右衛門小三郎

とき市在衛門孫右衛門

くしゃ 四郎兵衛

なへ患善右衛門

とうふ康助六

たくミ 太郎在衛門

とうち 又左衛門

かたな宗左衛門

ゆひた喜左衛門宗四郎

むろや三右衛門

かうちゃ三右衛門宗左衛門 かぢ助市

ーセんそり 五郎右衛門

金場 藤次郎

いハしや市右衛門

らっそく 太郎右衛門

ゆかた次右毎門

問中ノ宗五郎 面高屋治兵衛（次兵衛）

やぶ宗左衛門孫三郎 井っか弥右衛門

和泉崖宗意 杵築盤作右衛門 平盟屋七左衛門

このうち、「自代 喜右衛門jについては、寛永年間の堀尾忠晴給帳（「円成寺文書jf新

修島根県史史料篇近世上』）に、「九石 間（富田領）町目代喜右衛門Jと記さ

れていて、富田町の巨代であることはほぼ確実であると考えられる。

宝暦 12年（1762）「広瀬町潜場改帳J（「秦家文書J『安来市史料調査報告』 2009年）に

よれば、田中屋・面高屋は天正年間（1573～ 1592）から、井塚屋は慶長年間（1596～ 1615)

から、それぞれ溜商売をしていたと記載されている。起源の事実関係、を確認することは容

易でないが、いずれも後の広瀬町に屋敷を構えることとなる家である。
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3年（1626）富田庄之内牧谷村御換地強（「中国五県土地・租税資料文庫J8-155) 

③は、富田町帳から見て、富田城跡を挟んだ南方に位置する牧谷村の検地帳である。こ

の検地帳にも、広瀬村検地i擦と同様に、富田町住人と思われる人々が、名請人として記載

されている（原慶三 1992）。以下は、名詩人の肩書きに、個別町の名前があるもの、商人

あると推測されるものを、列挙したものである。

板屋町忠兵衛 本町ノ与吉 ときや又二郎

田屋次右衛門 あふらや与左衛門 かや〉町ノ喜兵衛

なへや善右衛門 あふきや市右衛門 かミや孫四郎

かぢ助市 薬や理右衛門 おも高や治兵衛

ひ木〉町 あふらや惣右衛門 かぢ平兵衛

ときや又三郎 こうや善右衛門

肩書きだけでは判断できないが、富田町住人である可能性のある者は、これら以外にも

存在したと思われる。また、同じ年に作成された①②広濃村検地帳の名請人と同一人物で

あると思われる事例（なへや善右衛門・あふきや市右衛門＠かぢ助市・おも高や治兵衛・

あふらや惣右衛門・こうや善右衛門）も確認できる。

④万治2年（1659）能義郡富山村御検地譲（「中国玉県土地・租税資料文庫J8-131) 

2年（1659）能義郡吉HI村御換地蟻（「

④・⑤は、富田町帳の北東側に隣接していた古川村の検地i擦である。④には、名請人と

して「町ノ 理右衛門j を確認できる。これは、 9年後の寛文 8年の③富盟関7引料来犠に

見られる手当者衛門（下本町）、⑨広瀬町屋敷壊に見られる成田屋利右衛門（本町）、延宝 2

年の⑬能義郡富田町犠御畿地壌に見られる成田和右衛門と、開一人物か、もしくは世代の

異なる間じ家である可能性が高い。

⑤寛文 3年（1663) 肉石原村留畿地蟻（「中国五県土地＠租税資料文庫j ふ110) 

－租税資料文庫Jふ112)

⑥＠⑦は、富田町i隈から見ると富田川対岸の正蔀に位置する石原村の検地様である。こ

の村の検地i擦にも、対岸に位置する富田町帳住人が名詩人として多数記載されている。こ

れから 5年後に当たる寛文 8年の③富盟斡者i料来犠および⑨法議前盤数壌と比較すると、

以下のように一致すると思われる人物を確認できる。

町ノ 源左衛門 →③ 187下町源右衛門 ⑨ 234清水町紙屋源右衛門

町かち佐（作）一

町孫作

町かち 久左衛門

間断助惣欝

開断 助市＠ブト市

町

町次郎右衛門

→③ 180下町孫作 ⑨ 134下町蔵元や孫作

→③ 97鍛冶町久左衛門⑨ 154鍛冶町鍛次産久左衛門

→③ 132鍛冶町善兵衛 ⑨ 191鍛冶町

→③ 136鍛冶町二郎右衛門
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町与吉

町久蔵

町彦二郎

町六郎右衛門

かち小介

かち孫作

同次郎兵へ

町市介

田中屋五兵衛

町

同久次郎

同源一郎

喜三郎

町万蔵

同蓮教院

間治兵衛

かち六右衛門

同 手u右衛門

町五兵衛

⑨ 47板屋町井篤屋次郎右衛門

117下町 らうそくや次郎右衛門

126下町ながや次郎右衛門

195鍛冶町馬口郎次郎右衛門

→③ 194・197下町輿吉

→③ 116鍛冶町久蔵

→③ 164魚、町彦三郎

⑨ 224魚町橋屋彦三郎

⑨ 109下町黒坂屋惇吉

⑨ 173鍛冶町 さなだ久蔵

215清水町彦三郎

250清水町家作彦三郎

→③ 221清水町六右衛門⑨ 246清水町松江屋六右衛門

→⑨ 162鍛冶町鍛冶屋次郎兵衛

→③ 162魚 町市 助

⑨ 222魚町いぐや市助 236清水町紙屋市助

→③ 67上町五兵衛 ⑨ 70本町田中屋五兵衛

→③ 196下町惇吉

→⑨ 178鍛冶町 田中屋久次郎

→③ 137鍛冶町喜三郎 ⑨ 196鍛冶町家作喜三郎

→③ 157魚町治兵衛 ⑨ 216魚町 田蓬治兵衛

→③41（賀町）・ 81（上町）・ 94（下本町） 利右衛門

⑨ 41板屋町 こにご利右衛門、 84本町 あべ屋利右衛門

99本町成田屋利右衛門

→③ 158魚町五兵衛 @217魚町一室生産五よさ僅

うまでもなく、所在地の表記方法の違いや、名字や屋号を欠いた表記の人物同士を対

比させることは菌難なことであり、これらの人物比定は厳密なものではない。あくまでも

全体的な傾向を把握できるのみであり、また、おそらく世代交代や改名によって、追跡で

きない人物も残されているが、隣村に田畑を所持する富田町帳の住人はこれ以外にも

したと考えられる。

以上の①～⑦に記載された人名の肩書きには、富田町を構成した個別町の名称ではない

かと患われるものが、いくつも確認できる。その名称を列挙すると、以下のようになる。

本町 上町 中町 下町 茅屋町 板屋町 魚町

ひき〉町 馬口堅空一一後町 六了自
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2009年）

田町を、対岸の慶瀬村へ移転する際の帳簿であり、

i日富田町の全体的な姿をうかがわせる ある。そこに されている屋敷地数

におよぶ。また、住人たちの所属する個別町名は、以下のように記されている。

された町名が、①～⑦に記された個別町名と必ずしも一致しない理由は、定かで、

ない。ただし、①～⑦に記された地名は、異なるレベルの[R域名や53rJ称が混在していた

能性があり、①～⑦に現れなかった他の偲別町が存在した可能性も高い。また、③が！日

田町全体の実態をそのまま反映したものと

Q 。

えないことも、その要国のーっと推測され

8年（1668）広瀬町塵敷穣（「中国五県土地・租税資料文庫J8-1 

⑨は、広瀬町建設にあたって作成された屋敷帳であり、おそらくは計蕗段階の構想を強

く反映したものではなし1かと推測される。そこに記載されている屋敷地数は、 257筆にの

ぼっている。また、住人たちの所属する個別町名は、以下のように記されている。

このうち、⑨「板屋町j の住人は、③ fかや町j の住人とほぼ一致する。⑨「本町j の

住人は、③「上町j 「下本町j の住人と概ね一致する。⑨「下町j 「鍛冶町j f魚町Jの 3

町の住人については、③「下町j 「鍛冶町Jr魚町Jの住人と、それぞれほとんど一致す

る。⑨「清水町Jの住人（31軒）は、③「清水町j の住人（IO軒）よりはるかに多いが、

③の 10名中 9名は、⑨に記された名前と一致している。

i日富田町における個別町名を（その全てであるかどうかはひとまず措くとしても）、何

らかの意味で引き継ぎながら、広瀬町が建設されたことをうかがわせている。

呂町i嬢御検地犠（「中国玉県土地・租税資料文庫J8-158) 

2年（1674）能義郡富関前蟻反新盟御接地i譲（「

⑬と⑪は、寛文 8年の広瀬町建設から 6年後に作成された、

である。冒頭に触れた推測が正しければ、もともと富田町があった場所のうち、富田川の

流路となった場所を除き、移転以前からの米作地＠畑作地に加えて、 i呂町場を耕地化した

ものを含む匝畑について、あらためて検地を実施したものと思われる。その名詩人の中に

は、以下のように、寛文 8年当時の旧富田町住人（③に記載された屋敷所持者）や、広瀬

町住人（⑨に記載された屋敷所持者）が、何人も確認できる。在住IJに⑬・⑫に現れる人名、

中央に③、右側に⑨に現れる人名を記す。

こんや ③ 82 （上町）

③ 108鍛冶町

③ 223 

③ 158 

⑤ 85 

⑨ 165 

⑨ 256 

⑨ 217 

⑨ 230 

戸町．
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ながや七左衛門 ③ 52 （萱町）（上町？）七左衛門 ⑨ 56 

かうしや八志衛門③ 83 （上町）八左衛門 ⑨ 86本町

米や彦兵衛 ③ 167下町彦兵衛 ⑨ 151下町

特に、③・⑨・⑮・⑪に共通して現れる人名については、富田町住人であった当時の！日

屋敷地や田畑を引き続き所持していた事例が多いのではなし＼かと推測される G

さらに、⑮・⑪に記された各田畑の穂の木からは、富田町棋のなかに、以下のような小

地名が存在したことを確認できる。

かうや清兵衛 ③ 93 （下本町）

自代太郎左衛門 ③ 61 （上町）太左衛門 目代

問中麗七郎容衛門③ 201下町七郎右衛門

③ 53 七郎右衛門

横田崖彦左衛門 ③ 85 （下本町）彦左衛門

鍛冶平右衛門 ③ 101鍛冶町

井壕弥右衛門

成田和布衛門 ③ 94 （下本町）手u右衛門

水吉左衛門 ③ 49 ？） 

ながや九兵錆 ③ 51 （萱町） ？） 

米や三郎容衛門 ③ 25 

井筒慶次郎左衛門③45

かミや酷右衛門 ③ 33 （萱町）助右衛門

町分谷口 毘沙問 璽左衛門屋敷城安寺門前

⑨ 98本町

⑨ 64本町田

⑨ 114下町 田中屋七郎右衛門

⑨ 57板屋町 田中屋七郎右衛門

⑤ 88本町よこ

⑨ 158鍛治町鍛治屋平右衛門

⑤ 54板屋町井麟弥右儲門

⑨ 99本町成田屋利右衛門

⑨ 52板屋町

⑨ 55板屋町 ながや九兵衛

⑨ 24 

⑨ 47板屋町

⑨ 33板屋町かミ

鶴屋敷鈴り 麟屋敷上

内天神いか町六左衛門屋敷町

こうした小地名のすべてが、 i自富田町に関連するものかどうかわからないが、それを含

む可能性はきわめて高いと考えられる。

⑫元禄2年（1689）法瀬町屋敷検地譲（安来市教育委員会『安来市史料調査報告J2009年）

⑫は、寛文 8年かられ年後に作成された広瀬町検地帳である。この検地帳に記されて

いる広瀬町内部の個別町名は、以下のようになっている。また、 されている屋敷地数

江戸期広瀬町の内部構成は、この時期におおむねその姿を整えていたものと考えられる。

③・⑨に比べて、当時の町の実態に近いものと推測される。

ρo 
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u
 



以上、①～⑫の検地帳を手がかりとしなが

ら、 17世紀前半に富田川東側に位置したと推
近世広瀬町

測される富田町について、断片的な痕跡を史

料のなかに探ってきた。当時の富田町は、か

なり多数の個別町によって構成されていたと

推測され、また周辺村に田畑を所持して地域

に根を下ろした住人たちが、相当数居住して

いたとみられる。

さらに言えば、⑥⑦と③⑨と⑬⑪を比較す

ると、隣接する村の検地帳に名請人として記

載された人々が、富田町住人のごく 一部にす

ぎないことは、おそらく間違いないものと推

測される。全般的な人口の増加を勘案したと

しても、松江城下町建設以後において、 17世

紀の富田町には、 200軒を下らない規模の町場

が存在したとみられる。堀尾氏によって本拠

が移転した後にも、富田町は一定の規模を保

持したまま、後の広瀬町に引き継がれていっ

たと考えられる。

17世紀の富田町には、多数の金属加工職人を確認できる。たとえば、寛永 3年（1626)

の①②③には、「ときや」「なへ屋」「かたな」「かぢ」などを確認できる。寛文 8年（1668)

の広瀬町の状況ではあるが、⑨には、鍛冶屋 18 （鍛冶町）、鍬ふろ屋 2 （板屋町・魚町）、

とぎ屋 1（板屋町）、灰吹屋 2 （板屋町・本町）、鍛次大工 1（下町）、さやし 1（清水町）

が見られ、これらのほとんどは富田町からの移住者であると考えられる。特に、鉄関連の

職人が多いことが注目される。

なお富田川河床遺跡からは、 17世紀の鍛冶関連遺構・遺物がいくつか検出されている

（図 6参照）。1982年調査の I区第 3遺構面（1605～ 1630年前後）流砂からは錬鉄 2本

・火縄銃 l点、 1981年調査の SB031第 2遺構面（1644～ 1666年の掘立柱建物遺構）か

ら錬鉄 l本が、発掘されている。また、 1975・76年調査の SBOlO・ SBOl 1 ・ SX005からは

鉄浮・工房跡状遺構など、 1988年調 ・膚層圏園田朝司田直宮 前砂

査の SHOl第 2遺構面からは江戸時代

初期の鍛冶炉遺構が検出されている。

（広瀬町教育委員会 1977、島根県教

育委員会 1984、および角田徳幸「流

通した錬鉄の形態」 （2017年 3月 10

日島根県古代文化センターテーマ研

究「たた ら製鉄の成立過程J客員研

究員共同検討会報告〉）。
＇＼.＿ーー 「可．

1982年富田川河床遺跡出土錬鉄
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3摘蓄居城下町から松江域下町へ

それでは、 17世紀の富田町は、中世の富田城下町を、どの程度引き継いでいると考え

られるだろうか。

この点についても、史料はさらに限られていて、同時代史料による検証はとても難しい。

ただし、堀尾氏による松江城への本拠移転や、一国一城令によって、堀尾氏家臣団屋敷の

大半は富田城下町から引き払われ、武家地はほとんど消滅していったと考えられる。町全

体に占める武家地面積の割合は高かったと推測されるので、その影響は、都市機能上は言

うまでもなく、景観的にも大きかったと思われる。また松江城下には、富田から移転して

きたという伝承を持つ寺社が少なくない。その意味でも、中世富田城下町と近世富田町と

の聞には、相当な断絡があったと見ておかなければならない。

一方、富田城下町の町人（高職人）については、どの程度移転し、どの程度残留したの

か等について、全くわからないと言わざるをえない。しかし、彼らがし 1なけれければ、 17

世紀の富田町は存在しえなかったと言っても過言ではない。以下では、富田城下町から松

江城下町への町人と寺社の移転について検討する。

( 1 ）町人町の記置

堀尾氏による松江城築城と松江城下町建設の経緯については、『島根懸史』（1929年）

以来、おおむね次のように説明されてきている。

慶長 5年（1600) 堀尾氏が出雲・隠岐両国へ入部

慶長 8年（1603) 築城許可

慶長 9年（1604) 8月 4日 堀尾忠氏没（28才）

慶長 12年（1607) 大橋の架橋工事開始

慶長 13年（1608) 本丸石塩、天守台石垣

慶長 14年（1609) 天守閣建造・三ノ門坂口

口祈形・大手堀石塩・二の丸御殿 の着工

慶長 15年（1610) 天守閣・二の丸御殿の完成

慶長 16年（1611)6月 17日 堀尾吉晴没（69才）

こうした記述の多くは、小笹昌栄『出雲莱』（1901年）や『千鳥城築城とその城下』（1906

年）に依拠したもので、 4年かけて築城したことについては蓋然性があるものの、細かな

点については慎重な扱いが必要であると指摘されている（佐々木論期・福井将介 2016）。

ただし、慶長 16年正丹の松江城祈祷札の存在をもって、松江城天守閣の完成を裏づける

ものとみることは共通理解となっている。

松江城下町の建設は、すでに中世以来、宍道湖に面した内水面交通の物流拠点として町

場が形成されていた白潟・末次の存在を前提とした事業であったと考えられる（長谷川

2013）。すなわち、もともと存在した比較的大規模な市町をそのまま活用して町人町・寺

町として再編して取り込み、それらと城との間に新たな武家屋敷地を造成して建設された

ものであると言える。

問題となるのは、中世の白潟・末次から、近世の町人町へ、どれだけ規模が拡大したの

かという点にある。しかし、それを追跡する手がかりはほとんど残されていない。
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松江城下町の町人町としては、自潟 a 末次以外に、北堀町や米子町などが形成された。

それらは、城下町中心部の武家集住地の外縁に全く新たに建設されたと思われる点に大き

な特徴がある。特に米子町は、農耕地や低湿地を含む半睦地状の場所を造成しており（渡

辺正己＠瀬戸浩二 2012・2013）、 ら意毘的にまとまりをもった形で形成された

ことがわかるo f米子町j という名称は、伯

を推測させるものであり、おそらく

における尾高町。倉吉町と共通する

を持つ商職人たちが多数を占めてい

たと思われる。

19年（1591）に富田城へ入った古川広家（毛利元就次男古川元春の三男）は、出

雲国 2郡（意宇都＠能義郡）、伯香田 3郡（会見郡＠自野郡＠汗入郡）、際、岐国一国を支配

したが、入部当初から米子城の建設に着手した。米子城下町もこの時期に形成されたと考

えられる。この吉川氏時代に富田城下町との関係を形成した米子高職人の中に、堀尾氏時

代にも引き続き富田との関係を維持し、堀尾氏に従って松江に拠点を有した者がし

性が指摘されている（松尾寿 200針。それが正しければ、富田にも拠点を有した米子商職

人が富田城下町において占める都合が高かったとは思えないにもかかわらず、米子町のよ

うな範屈に単独の町が形成されるほどの人数であったことは、！日来からの富田町高職人に

ついて、さらに多くの拠点移動があったことをうかがわせる事実とは言えないだろうか。

( 2) 

松江城下町周辺の寺社について、富田からの移転伝承を確認し、全体的な特徴を推測し

たい。典拠とするのは、元和 6年（1620）～完永 10年（1633）頃の状況を示す f松江城

下町絵図（し 1わゆる堀尾絵図）J （島根大学付属国書館所蔵）、 17世紀末～ 18世紀初期成

立の「千鳥城取立古説J（島根県立密書館所蔵）、享保 2年（1717）成立の「雲揚誌J（『大

E本地誌大系 雲揚誌J雄山閣、 1971年）、 18世紀半ばの「出雲鍬J（『松江市史

5 近世 I』松江市、 2012年）である。

。密教系寺読

石議町の千手院は、「堀尾絵罷Jにも されている。「雲陽誌jによれば、

といふ、此寺もと

代もしれす、慶長十三年堀尾帯万

田の郷にありといふ、関山の鵠も開基の年

田の城をうっし松江の城を築たまふ時、長海上人

に伸て地鎮の秘法を行たまふj などと記されている。「

と記す。

では、「尊熊山金胎寺千

「堀尾絵図j の外中原「愛宕坊j 「愛宕堂Jlこ該当するものと思

われる。「雲揚誌Jによれば、「天吉宗愛宕山 本社は愛宕大権現

J 11村灰火山といふ所にあり……慶長の比堀尾帯刀吉晴能義郡富自の城を島根郡松江へ移た

まふ時比社も今の山に移したまふといふJと記されている。「出雲鍬Jには、「愛宕山勝

吉晴公、慶長十三戊申年ニ能義郡古川村ヨリ

伊弊舟命御子父ノ神輯遇突智命也ト云々、然共世俗勝軍地蔵権現ト申侍リヌJと

されている。

19世紀前半頃 を交えて描かれたと患われる千家俊栄i日蔵「富田月山城国J（千

よれば、古川村の若宮八幡宮高額IJ丘竣上に fあたこj と記
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されており、また明治初期の「能義郡主川村絵図J（広島大学所蔵「中国五県土地・租税

資料文庫j所収）などからも明らかなように、若宮八幡宮西隣の尾根の先端には「愛宕社j

が存在した。

なお、最新の研究成果によって、文亀 2年（1502）の「灰火山社記J（宝照院！日蔵文書）

は、出雲園内において「出雲国風土記Jに触れた文献として最古のものであり、仁多郡の

馬来氏によって、その所領内の灰火山（仁多郡大谷村・小馬木村の境界にある標高 625m

の山）に愛宕神を舵る調堂を建てた際に作成されたことが明らかにされている（西島太郎

2017）。馬来氏創建の愛宕社と、富田の愛宕社は、直接的な関係はないと考えられており、

由緒が転用されたものであるという。 f雲揚誌Jが、富田における愛宕山の所在地を古川

村灰火山と記していることも、この「灰火山社記Jからの影響と推測されている（向上）。

普門院 現在は北田町西端に位置する普門院は、 17世紀には白潟に所在しj 堀尾絵図J

によれば、その位置は現在の安栖i完・明宗寺の辺りと推測される。「雲揚誌Jには、「天

台宗松高山頗窓寺といふ、本尊不動明王弘法大師の作なり、此寺能義郡清水寺の大宝坊

住持賢義弟子賢清といふ舘よりをこれり、賢義は毛利元康崇敬にて同郡富田の岩倉寺の住

侶としたまふ、古）, ，贋家の代にいたりて同所延命寺の住持として祈願所たり、富田に其古

跡あり、其後堀尾帯刀吉晴の時代賢義弟子賢清を豊田の社僧となし、慶長の比島根郡市成

村にて願磨、寺といへり、夫より豊国すたれけれは賢清は・・・…長門圏へ退さらむとす、此事

堀尾山城守忠晴間給ひて・・・豊国のすたれたるは浮世の転変盛衰にて社僧の恥る事にあら

す、富田にての例にまかせ祈願職とせんとて、員IJ堀尾河内といふ者の下屋敷を寺地とさた

め一宇を建立ありて、松高山普門院と名付てより代々の折願所とすj と記されている。

自性院 米子町の自性院について、「雲揚誌Jは、「真言宗 古義派龍賛山長久寺とい

ふ、此寺は能義郡富田の郷にありて弘法大師の開基恵E山長久寺賓珠院といふ古院ありと

いひったへり、然に堀震帯刀富田の城を松江へ移されしより後、位外｜の入太出瑳氏学雄と

いふ人富田よりうつし龍資山長久寺自性院と改たり Jと記しているむ

海乗寺 米子町の海乗院について、「雲陽誌Jは、「天台宗 南龍山椀昌坊と競す、本

尊不動明王なり、此寺は能義郡清水寺梯畠坊といへり、清水寺に古跡あり祈願のため富田

の庄に移一宇を建立し梯昌坊といふ、富田にも古跡あり、彼寺の住僧豪祐は堀尾悶橋殊に

崇敬し、慶長年中比地へ招我中屋鋪に寺を建て南龍山海乗寺と競し、堀尾氏代々の祈願を

なすとなり j と記されている。「出雲鍬Jには、「大黒山海乗院Jと記されている。

。禅宗寺院

澗光寺 新町の調光寺は、広瀬の洞光寺とともに尼子氏の菩提寺として知られる。

富田の洞光寺は、町帳村東側の丘陵周辺の「金尾（兼尾） Jが所在地であったと伝えられ

ており（閣 6参照）、近世以降の広瀬の瀬光寺とは富田川を挟んで、対岸に位寵していた。

「雲陽誌j によれば、「曹洞宗 金華山と競す、本尊釈迦知来安阿弥の彫刻なり、尼子経

久富田の城にありて鎮雄和尚を請待し伽藍を建立し給ふ、員IJ経久の神主影像今猶存せり、

富E落城の期詮文停記悉紛失す、其後毛利家の領国となり数百貫の地を寄附せらる、堀尾

氏富田の城を松江にうつされしより此寺も又愛に造立す、境内薬師堂あり、尊像安阿弥の

作なりとて世人崇敬す、…寺賓と穣して青磁香櫨花瓶替鏡鉢尼子伊？象守の寄進Jなどと記

されている。文中に見られる薬師堂について、「出雲鍬Jは「金尾薬師堂 一躯是ノ＼
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往古悪七兵衛景清ノ守本尊ト云Jと記している。

構岳寺 奥谷の栴岳寺は、「堀尾絵密Jにも記載された曹洞宗寺院である。

には、 龍虎山といふ、本尊釈迦脇立文殊普賢、此寺は堀尾出雲守忠氏の次男法名

ため、忠氏の後室長松競殻能義郡富田郷桜崎に建立ありといふ、其後富田

の城松江へ移て、慶長十八年長松院殿此所へふた〉ひ造立せられたり、富田の桜崎にあり

しによりて今に桜崎の桐岳寺といふj と記されている。「出雲鍬Jも、その所在地につい

て「此処桜碕ト申ハ富田ノ桜碕ヨリ移ーノレ此所ニユへ申風俗j と記している。

田の「桜崎Jは、文明 8年（1476)5月 17日京極政高感状（「佐々木文書J『出雲尼

子史料集j]77）や、永禄 13年（1570）の 2月 7日天野隆重奉書写（『萩藩閥関録J巻 61

宇多田十兵衛）にも現れる中世以来の地名であるが、所在地は未詳である。ただし、明治

初年の「能義郡矢匝村絵図J（広島大学所蔵「中国玉県土地・租税資料文庫J所収）に、

富田城下から北東方向へ連なる丘陵の先端に「桜ノ前jの地名があり（図ア参照）、上記 2

通の中世史料の記載内容と位置的に矛盾はないので、「桜のさきJの遺称地である可能性

を指摘できる。

自の桐岳寺について、「日本洞上聯燈録J（『大日本仏教全書j]）は、「定光竹堂手u賢禅

師法嗣Jの「雲州桐岳寺龍岳道門禅師Jに関する事蹟のなかで、次のように記している。

「参竹堂子定光……弘治丙辰（弘治2年 Z 1556年）付法衣、命継其席……雲州慶瀬城主、

田氏、創栴岳寺、延為関山始抱一－－－文禄三年（1594）三月十九日也、寿八十一J。慶瀬

城主や戸田氏（毛利氏時代の富田城主富田元秋を指すかどうか定かではなし＼）については、

近世に書かれた記録であることによる誤記と思われるが、桶岳寺の創建が富田城主による

発願で、あったことを示唆している 龍岳道門の師にあたる竹堂利賢は、伯誉冨定光寺（倉

住持や富田沼光寺住持を務めるなど、尼子氏と密接不可分な立場の禅僧であったが、

龍岳道内もまた、永禄 9年（1566) 11丹に月山富田城が落城した際、利賢とともに最後

まで城中に留まっていたと考えられ（富田下城衆書立「佐々

1935）、また、尼子晴久画像（島根県立古代出雲歴史博物館所蔵）に賛文を寄せているこ

とからも明らかなように、尼子氏との結びつきがきわめて5齢、人物であった。「 E本洞上

の没年齢（文禄 3年 81才＝永正 11年 (1514）生まれ）を信ずるならば、龍岳道

と全く間世代であったとみられる。「雲陽誌j に記された内容との関連性は

不明であるが、富田の楠岳寺とは、尼子氏と結びつきの強い人物によって、 16世紀後半

された寺院であったことをうかがわせている。

外中涼の清光院は、「堀尾絵図j にも記載された曹海宗寺院である。「雲陽誌j

には、［禅宗 賓鏡山 開基清光院殿古鏡無尽居士 古は神間郡杵築にありしか天王年中

よしし

言者伝呂、

山手せ

される。

田郷権谷といふ所に寺を移けるに、富田の城松江へうつされし時此所

るなり j と記される。「 には

、観音堂其時神光寺支配皇、

明神ニ附属シ玉フ、

中世の杵築清光読については、 16世紀後学～ 17世紀前半に、杵築大社造営事業等にお

いて重要な役割を果たした大社本願を輩出する寺院であったことが知られている (IJFJ火

家文書Jw大社町史 史料編 古代＠中tt!:Jl1238）。それによれば、「雲州富田ノ城下混光
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寺之末寺、天文年中ニ開基仕候Jと記されていて、「雲陽誌Jや「出雲鍬j の伝承とも矛

活はないと思われる。

（長寿寺境内） 奥谷の万寿寺は、元文 2年（1736）までは長寿寺と称されてい

た臨済宗寺読である（「出雲鍬J）。「雲揚誌Jによれば、「禅宗臨済派 菖蒲山といふ、－一

此寺は堀尾帯万吉晴の時代瑞磨寺の関山春龍和尚の建立なり、……寺内観音堂あり、此本

尊は能義郡塩谷にあり、郡監龍野氏安置せり、偉云尼子義久の守本尊なり Jと記されてい

る。また、「出雲鍬」には、「観世音堂一宇春日作尼子伊予守経久ノ守本尊ト申伝

自Jと記されている。

。浄土宗寺続

審藤寺 寺町の誓願寺は、「場尾絵国j にも記載された浄土宗寺院である。「雲揚誌J

によれば、「浄土宗 本縁山と読す、本尊（恵心の作） …慶長年中富田の城を松江へう

つされし時比寺を白潟にひき来て惇審和尚造立なり Jと記されている。『広瀬町史』（1969

年）によれば、安来市広瀬町石原の誓願寺（本然山）（図 6参照）の二世雲誉が松江誓願

寺を建立し、弟子伝誉をして住職としたという。

専念寺 寺町の専念寺は、「堀尾絵図j には「千念寺Jの表記で記載されている。

陽誌Jによれば、「浄土宗 無量山といふ、本尊（慈覚大師の彫刻）…能義郡富田より此

所に移、誓願寺田年の建立なり j と記されている。ただし「千鳥城取立古説Jでは、富田

からの移転とは記されていなし、。

称名寺 寺町の称名寺は、「堀尾絵図Jには「正明寺j の表記で記載されている。「雲

陽誌Jでは、「浄土宗 三味山といふ、本尊（春日の作）…鎮守毘沙問（運慶の彫刻）・・

慶長年中富田より愛に移、笈把といふ僧の建立なり j と記されている。ただし「千鳥城取

立古説j では、富田からの移転とは記されていなし＼0

東林寺 寺町の東林寺は、「堀尾絵図j には「洞林寺j の表記で記載されている。「千

鳥城取立古説Jには富匝からの移転寺院と記されている。

信楽寺 竪町の信楽寺は、「堀尾絵図」にも記載された浄土宗寺院である。「雲揚誌J

によれば、「浄土宗濁留山と競す、本尊弥柁安阿弥の作なり、慶長年中富田より此所に

うっせり、開基年暦しれすJと記されている。

。浄土真宗寺読

本龍寺 和多見町の本龍寺は、「堀尾絵図Jには「本柳寺Jの表記で記載されている。

「雲~誌J によれば、「真宗 …此寺富田の新市村にあって浄専坊といへり、慶長十三年

愛に本龍寺移て本龍寺と改競す、立像の阿弥陀一輝あり、聖徳太子の作寺賓の第ーとす、

異光寺・三恩寺と云う末寺あり Jと記されている。「出雲鍬Jでは、「明星山本龍寺Jと

記される。『広瀬町史』（1969年）によれば、広瀬町新市町の勝額寺（明星山）から分か

れて一族が松江に本龍寺を建立したと伝える。

明宗寺 寺町の明宗寺は、「堀尾絵図j にも記載された浄土真宗寺院である。「雲陽誌j

によれば、「真宗 光樹山と競す、本尊弥陀、慶長年中富田より移て揮の教奮を開山とす、

関照寺といふ寺家あり Jと記されている。

正源寺 竪町の正源寺は、「堀尾絵図j にも された浄土真宗寺院である。 f雲陽誌j
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では 東本願寺の末流なり、 を経塚とて砂山なりしを、祐念といふ舘初て

し関山となるj と記すのみであるが、「千鳥城取立古説Jによれば富田から移転

された寺院とされている。

横浜町の徳、泉寺は、「堀尾絵図j に の表記で記載された寺院である

と推澱される。「雲陽誌j では「真宗東本願寺派 西念といふ僧の開基なり Jと

みであるが、「千鳥城取立吉説Jによれば富田から移転された寺混とされている。「自雲

は、「雲龍山徳泉寺Jと記す。 f堀尾絵国j の寺号は、開基僧名によるものか。

。器
外中原の大雄寺は、「堀尾絵密Jにも記載された日蓮宗寺院である。

によれば、「法華宗 能義郡富田の域松江へうつされし時比庭へ富田より寺をひきたりと

いふj と記されてが、「千鳥城取立在説j では松江城下町建設以降の建立と記される。

和多見町の慈雲寺は、「堀尾絵図j にも記載された日蓮宗寺読である。

誌j によれば、「法華宗 啓連山と競す、本尊首題釈迦多宝、天王年中身延山十七世慈雲

i涜日新の開基なり、富寺三祖日勤の持富田より遷て場尾氏の陪臣牧志摩といふ者の新建な

りj と記されている。 f千鳥城取立古説Jでは、天王年間（1573～ 1592）ころに｛住者国米

子の日長上人が開基と記されている。

寺町の長満寺は、「堀尾絵図Jにも記載された日蓮宗寺院である。「雲陽誌J

によれば、「法華宗 麗久山といふ、本尊首題天正年中日異上人の草創なり、富田越の後

一川昌得の造立、施主は松島周防なり Jと記されている。

久成寺 寺町の久成寺は、「堀尾絵図Jにも記載された邑蓮宗寺院である。「雲揚誌j

では「久城寺j と表記され、「法華宗本妙山といふ、本尊七字の首題釈迦多宝なり、妙

光読日運を関山の第一祖とす、富田より愛に移て慶長年中造営すj と記されている。「出

雲鍬j には、「開山富田十世日証大徳、j と記されている。

妙輿寺 寺町の妙興寺は、「堀尾絵図Jには「妙光寺j の表記で記載されている。

揚誌Jによれば、「法華宗 亀瀧山といふ、本尊首題釈迦多宝、関山を巨徳上人と競す、

ありて太明寺といひしを、故ありて能義郡富田城下へ曳うっし、

其後又松江城下に精舎を建けり j と記されている。ただし、「千鳥城取立吉説j では、仁

多郡馬木村に吉くからあった大明寺が、城下町移転の際に願いにより松江に移転されたと

し、「出雲鍬j では、仁多郡亀嵩村の大明寺を松江に移転して万治 2年（1659）に建立し

たとしているので、富田からの移転とは記していない

。捧社

天神町の白潟神社は、「堀毘絵図Jに「天神Jと記されている。 f雲陽誌j では、

自の城を築かんとて嘗醤にくたれり、然に双眼をいたむ

こと甚しく心身脳乱せり、故に菅神をいのりければ忽ち霊夢ありて明を得たり、是をもっ

て菅璃を富田城中に遷て庫崇敬せり、その後堀尾氏亀田山に城郭を築たまふ時、富田域内

の鎮守なれは先菅社を此所に建立し給ふ、別当は天台宗松林寺と読し、臨海山といふJと

されている。「千鳥城取立主説Jには、富田の洞光寺の鎮守社であったものを、場尾忠

氏の信仰により、洞光寺に先立って天神 したと書かれている。
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戸 和寛永制問松江城下町絵凶〈樋属j明〉トレース関 ！． 

・＝城下町成立以前の寺社
・ ＝富田より移転伝承寺社
口＝町人町

図5 近世初期松江城下町関係図

‘ 

以上のように、松江城下町には、富田からの移転に関連する伝承を有する寺社が多い。

ただし、それらはいずれも確実な同時代史料に基づく検証が難しく、富田城下周辺からの

移転かどうか定かではない事例（妙興寺）、城下町移転以後に富田から移転したと伝わる

事例（自性院・桐岳寺）、近世の伝承が複数あって富田城下町からの移転を示唆しない伝

承を併せ持つ事例（専念寺・称名寺・大雄寺・天神）が含まれている点には、特に注意が

必要である。また、勧請などにより、富田に本来の寺社を残したまま新たに松江城下町に
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された事例（愛宕社・洞光寺・誓願寺）も含まれている。

それらのことをふまえたうえで、以上のような移転伝承を有する寺社には、以下のよう

ないくつかの異なる特徴があると考えられる。

。密教系寺院 真言宗（千手院・自性院）、天台宗（宝照院・海乗寺・

密教系寺院が設置された場所については、城下町周縁の丘陵上に建立された

同じく城下町周辺の丘陵上（市成村）に設置されたと思われるものの、白潟の堀尾

河内守屋敷地に再興され、後に北田町へ移転した普門段、米子町に新たに建立された白

院・海乗寺の、 3つに類別される。いずれにせよ、城下町周辺の丘陵上か、武家居住地の

周縁、武家屋敷地に設定されていることがわかる。注臣される点は、堀尾氏・同一族の尊

して移転されたことを明記する事例（千手院・宝照院・

院・ が多いことである。

。禅宗寺院 曹洞宗（洞光寺・栴岳寺・清光院）、

自潟には、中世以前からの曹洞宗寺院（宗泉寺・常栄寺・安槽院・

が集中していたが、富田からの移転伝承を持つ曹洞宗寺院は、いずれもそこから離

れた城下町周縁の丘陵地に所在している点に大きな特徴がある。そのため、城下町建設以

らの禅宗寺院と、富田から移転された禅宗寺院は、全く異なる性格を持っていたと推

測される。白潟の曹洞宗寺院は、中世以来、自潟の住人たちとの結び、つきを前提として

関してきたものと思われるが、富田からの移転寺院は、禍光寺やその末寺である清光院、

の創建と思われる柄岳寺、尼子氏の守本尊と伝えられる観膏堂本尊など、いずれ

も尼子氏との強い結びつきを推測できる寺院ばかりであり、それを堀尾氏が引き継

する形で移転されたものである可能性が高い。

。白潟・寺町周辺に集中している宗派

寺院の建てられた場所の特徴からみて、

のが、

と大きく異なる特徴を持っている

－明

・久成寺・妙興寺）の各

を除き、いずれも白潟周辺（自移転寺院である0

．和多見町・ 中している点が大きな特徴である。このことは、これら

な形でまとめて移転された可能性を示している。その場所（白

辺）が、中世以来の物流拠点であったことは特に注目されるところである。

また、それぞれが移転された経緯についても、密教系寺院や禅宗寺院とは明らかに異な

っていて、堀尾氏一族による主導性がほとんど見られない。わずかに、慈雲寺を

てたとする伝承がある緯度である。元来、浄土宗・浄土真宗・日蓮宗など

は、広く して、中世後期の都市や物流拠点に数多く展開したことはよく知

られており、これら など住人たちを結び、つけ、彼らの財力によって支え

られていた側面が大きいと推測される。

以上のことは、白潟周辺に集中している

下町以来の商職人たちの新たな拠点形成に伴って移転し
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－日蓮宗の諸寺院が、富田城

を示している。しかも、



その寺院数の多さは、少なからぬ富田城下町高職人たちが、松江城下町建設に伴って移住、

もしくは活動拠点を形成したことを示す事実ではなし 1かと忠われる。そしてこのことは、

中世富由城下町の町屋部分がどれだけ発展していたのかを間接的に裏づける事実であると

考えられる（原慶三 1992）。

4. 中世富田城下町と富田域の地域的鳳麗史的位置

（竹中世富関域下町の痕跡

中世富田城下町に関する史料のうち、物流拠点と思われる市場地名が見られるものを例

示する。

京極政高襲感状（「佐々木文書J『出雲尼子史料集J]77) 

就今度能義郡土一挟等蜂起、田中被官人等不融来慮、一身被励忠功、富田要害相抱候、

戦功無比類候、殊以四月十回目、於庄堺合戦、被官打太万抽忠節、福頼与五郎・野伏一

人被疲候、同十六日於上国調古川面所打太万、立原十郎左衛門尉＠室田井野伏一人被庇

候、間十九日於桜時打太万、女塚仲兵衛尉被疲、野伏一人討死、五丹二日於三日

、多久三郎左衛門尉井野伏一人被疲条、戦功至、誠感悦無樫候、弥可被拍粉骨候、必

可恩賞候也、恐々謹言、

文明八

五月十七自

尼子形輩少輔殿

岩屋寺挟円日記（「鳥取県立博物舘所蔵文書J)

（前略）

一本堂香ハン、大永五年六月サシ畢、妙音院窓円奉行、

ー仏其十面通、間五月ニ富田ノ市ハヨリ巽侯、快円、

｜ーヤリ戸モ仏具箱香ハント間前ニサシ候、

（中略）

大永七年手十二月十三自 ~法印｛亙押）

政高（花押）

尼子義久感状（折紙）（「蒲生家文書J『出雲尼子史料集』 1314)
（能義郡）

昨日十九日、於市覆面合戦之時、鉢屋掃部以鉄勉敵討伏之由神妙候、此旨可被申与候、

仇状如件、

永禄八

卯月廿日 義久（花押）

河本左京亮殿

このように、文明 8年（1476）の「三日市J、大永 7年（1527）の「富出ノ市ノリ、永禄 8

(1565）の「市庭面合戦Jが挙げられるのみであり、これらが同じ場所のことを指すの

カ瓦もよくわカ瓦らない。
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一方、富田川河床遺跡の出土品からは、中世に遡る遺物の出土地が特定の場所に集中す

ることが指摘されている（日本貿易関磁研究会 2015）。富田川河床遺跡の出土品は、ほと

んどが清涼以降（17世紀）のもので 16世紀に遡るものは少ないが、そのなかで例外的

ない 16世紀の遺構が 4つ確認されている。その時期のものは新宮橋上流F付近にあ

たる SK015• SD027 • SK041 • SE024に集中している（図 6参照）。ただし、最も古いもの

でも 16世紀中葉までしか遡れない。

SK015は、土墳遺構であり、出土量が最も多い。 SD027は、石積み溝遺帯、 SK041は、

である。最も上流に位置する SE024は、石積み井戸遺構であり、出土遺物の年

代が最も古い。似たような規格の陶磁器がまとまって出土している

積する物流拠点であった可能性が指摘されている。

あり、商品の集

さらに、明治初年の地籍国（広島大学所蔵「中

れば、富田城下町周縁に市場地名を確認できる。

－租税資料文庫J所収）によ

一つは、植田村・中嶋村境にみられる「字三巴市Jである（冨 7参照）。これは、文明 8

年の「三日市Jの遺称地と考えられる（原慶三 1992）。明治初期の地名としての「三日市j

は、かなり広い面積を占めているが、おそらくそのなかのいずれかの場所に、中世の「コ

日市j が存在したことをうかがわせるものである。この場所は、能義平野が下流に向けて

に広がる部分にあたっており、富田川の流路と、東側の丘陵北端沿いの道が交錯する

場所であったと推測される。富田城下町との直接的な関係は明らかでなく、おそらくその

罵縁から郊外に位置して、間接的な影響関係にあった物流拠点と推澱される。

もう一つは、吉川村にみられる「宇市場j 「字紅屋Jといった地名である（国ア参照）。

これは、従来全く知られていなかったものであるが、絵図に記された地割の痕跡は、現在

でも現地において確認することができる。この辺りが、富田城下町の北東側の境界であっ

た時期があったのではなし1かと思われる。「紅屋Jという地名との直接の関連は不明であ

るが、⑨寛文 8年（1668）広瀬町屋敷帳（広島大学所蔵「中国五県土地・程税資料文態j所

収）の魚町に「べにや長右衛門J(213）を確認できる。

最後に、新宮村（明治 8年以蜂は牧谷村・山形帳と合併して富田村となる）の町帳村境

に「後谷元市前Jという地名がみられることである（関 6参照）。新宮谷の入り口に当り、

また古川村から才の峠を越えて来る道が交錯する部分にあたっている。富田城下町の甫東

側の境界に位置した時期があったとも考えられる。

以上のように、富匡城下町に直接的に関連すると思われる物流拠点は、中世出土遺品の

多い新宮様上流附近、吉川村の市場地名~付近、新宮谷入口附近などを想定することができ、

おおむねそれらに閉まれた範盟内に、城下町が所在した可能性をうかがわせている（図 8

参照）。

図6からもわかるように、！日町帳村と対岸の飯梨J11両岸には、現在に至るまで特徴的な

短冊形地割が残されている（明治初年の地籍留に「代地Jr米成Jr的場j 「兼尾j 「慶嶋J

「大道添j 「大道端東Jと記された場所など）。それらのなかには、寛文 6年（1666）以前

からのものが含まれている可能性が高い。また、！日町i接村内に現在も残されている道筋は、

何らかの壁史的背景をふまえて引き継がれてきたものと思われる（図 6の破線を参照）。

さらに、富田川田床遺跡から確認された道筋の一部は、こうした短時型地割や現在の道筋
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図 6 明治初年の町帳村周辺地名（付、富田川河床遺跡遺構）
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＝中世の物流拠点（推定）

とも、関連しているように見受けられる。さらに、それらの地割や道筋の基軸として、菅

谷口へ至る道筋が重要であったことが推測され、それは明治初年の地籍図に「大道Jと記

された道であることがわかる。その道沿い（西側）には、寛文 8年から明治 35年（1902) 

まで城安寺があり、寛文 8年富田庄城安寺領並寺地之替地申之改帳（広島大学所蔵「中国

玉県土地・租税資料文庫j 8-163）によって、当時そこが「尼子屋敷Jと称されていたこ

とを確認できる。尼子氏滅亡から 100年後において、菅谷口へ向かう「大道j に面して尼

子氏の館があったと認識されていたことがわかる。いずれも中世富田城下町や 17世紀富

田町の痕跡ではなし＼かと思われる。

このようにして、おぼろげながらも中世富田城下町の輪郭が浮かび上がってくる。
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(2）尼子氏の拡大と富酷域下町の変容

中世富由城下町について検討する際に欠かせない視点は、呂本海水運との結びつきであ

る。富出城跡の山頂から、中海・美保関＠日本海を遠望できることからも明らかなように、

富田は単なる内陸の政治拠点で、はなかったと考えられる。たとえば、安来津・書屋浦＠出

雲郷津・八幡津などは富田城から 10l彊程度で、あり、当時の能義平野の中海沿岸（林正久

。松浦和之 1987）までは 8km程度にすぎない。いずれも、中権の沿岸が富田と密接な関

わりをもっていたことを示している。

ところで、富田を本拠とする尼子氏が飛躍的な拡大を遂げていったのは、 1530年代に

入ってからのことであり、この時期には伯誉・因幡・安芸＠備後・備中・備前・美作＠播

磨へ積極的に侵攻している。天文 10年（1541）に、尼子詮久（尼子経久の嫡孫、のちの

晴久）が安芸国吉田郡山合戦で大敗を喫し、同年に尼子経久が死去したことにより、尼子

氏は大きな打撃を受けたが、晴久は、細川氏綱や三好長慶と提携して京都における三好政

権成立に貢献したことによって、天文 21年には中国地方 8ヶ国（出雲・隠、岐・伯者・因

幡・美作＠備前・備中・備後）の守護職に任じられている。

富田川河床遺跡（日本貿易胸磁研究会 2015）からの出土品は、中世富田城下町の痕跡

が考吉学的には 16世紀中葉までしか遡れないことを示している。また富由城関連遺跡か

ら京都系土師器が多数出土していることからは、同時期の尼子氏が京都とのつながりをも

重視していたことを示している。それらは、いずれも尼子晴久が当主であった時期のもの

であり、晴久の志向性を裏づける事実と考えられる。

また、同時期の富田川河床遺跡からは、多数の中国・朝鮮陶磁器が出土しており、日本

海とのつながりを明確に裏づけている。 14～ 16世紀前半の美保関は、 13世紀以来の西自

本海廻船ノレートのうち 小浜一美保関－隠岐ノレートが重要な役割を果たし続けていたこ

と、 14世紀以鋒には、朝鮮半島・対馬・博多・石見・出雲 海域のネットワーク的な交

流が活発化したことにより、その結節点として一層重要性を増したと思われる。そのよう

な状況下において、尼子氏が 1530年代から急激な拡大を遂げたことにより、美保関など

出雲国東部の諸港湾と密接な位置関係にあった富田に、経済的隆盛がもたらされたのでは

ないかと思われる。明治初年の石原村地籍図（広島大学所蔵「中国五県土地・租税資料文

所収）には「唐人谷j という地名が残されていること（原慶三 1992）も、そのよう

な背景があったためと推測される。

中世事田城下町が、各時期においてどこまで安定的な求心性が有していたのかはひとま

ず措くとしても、尼子氏が拡大し相対的に優勢で、あった 1530年代後半～ 1540年代の富田

は、出雲・伯香・美作はもとより、その周辺諸国にもおよぶ政治的中心機能を有した可能

性が高い。そのことが経済的にも、大陸を含む西日本海沿岸各地や京都など遠隔地から、

多くの文物・商品等を富田に集散させ、多数の貿易陶磁を含む出土品を生み出した可能性

が高いと考えられる。
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( 3) 16世紀後半の経済的変動と富田

これに対して、毛利元秋・ （毛利元就の －八男）が富田城主であった時代には、

田の経済的地位は大きく変化していったと考えられる。

まず何より重要であるのは、永禄 9年（1566）に尼子氏が滅亡したことによって、

大きく変化したことである。尼子氏時代の領主のうち、毛利氏の惣国検地後

の 16世紀最末期まで本拠を維持したものは、赤穴氏のみである。 16世紀後半の 30

の間に、出雲国内の領主はほぼ全てが入れ替わっている。

前半（1570～ 1582）にかけての富田城は、尼子氏再興戦や織田氏

との戦争において、毛利氏にとって最前線の産轄城群を指揮・管轄する役割を担わされ、

国境地域を押さえる軍事拠点としてきわめて重要な位置を占

めていた。しかしながら、毛利元秋や元康は、出雲国全域を管轄したのではないし、一般

行政を担った局面は限定されていたので、尼子氏の本拠であった時代に比べると、政治拠

点としての役割は大きく後退したと考えざるをえない。富田城関連遺跡の出土品について、

16世紀後半に威信財が減少したことは、そのことを裏づけている。

さらに、天正 19年（1591）～慶長 5年（1600）には、出雲間 2郡・伯者国 3郡・隠岐

国が吉J11広家の一円支配領となる（安芸・備中にも所領）。これは、豊臣政権の意思にも

とづく古川氏所領の準領由化と考えられ、富田は、古川氏一円領の中心拠点としての役割

を担うこととなる。したがって、この時期の富田は、もはや出雲留の政治的中心ではなく、

あくまでも古川領の本拠地である。しかも、広家が米子城と米子城下町建設を進めて本拠

の移動を図ったことからもわかるように、富田の政治的中心機能はさらに大きく後退して

いったと考えられる。堀尾氏が、入部後の早い段階から本拠移転に着手したことは、この

ような富田の政治的拠点としての意味の変化をふまえた判断でもあったと言える。

このことは、海域からみた拠点としての意味にも大きな影響を与えたと思われる。それ

は必ずしも物流量の減少を意味していないが、多数の物流拠点の発展・併存による相対的

な位置づけの変化、とりわけ鉱山都市としての石見銀山の隆盛により、経済的拠点として

の意味も、相対的に後退していった可能性が高い。

田城下町の隆盛は やはり海域全体の交流の活発化をも背景としながら、尼子氏が

日本海沿岸地域に広く勢力範囲を広げたことによってもたらされたのであって、富田を本

拠とするそのような規模の勢力は、尼子氏滅亡後には二度と現れなかった。

は、 16世紀前半の時代状況と、それを具現化した尼子氏の拡大によってもたらされ、

尼子氏滅亡後にはその性格を次第に変化させていったものと思われる。

堀尾氏による城下町移転と、 17世紀富田町（町帳）の成立は、そのような歴史的展

をふまえて行われたものであると考えられる。
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5. おわりに ～西日本海沿岸地域全体からみた中世富田城下町～

扇 16世紀における富田と富国域の地域的髭醸史的な飽置づけの変化について

西日本海地域全体からみれば、島根半島＠隠岐周辺がその基軸として大きな役割を果た

したものと思われる。また、九州、い朝鮮半島との位置関係から、石見回以西は古くから対

馬・博多などとの比較的直接的なつながりがあったものと考えられる。石見銀山隆盛期に

あたる中近世移行期においては、そのような梅域に直接接する場所が、政治的にも重要性

を増していった可能性が高い。

16世紀前半の富田は、尼子氏の勢力範囲全体の中心拠点であり、西日本海沿岸地域に

も影響力を及ぼしうる地理的条件を併せ持っていたと推測される。そのため、 1540～ 50

年代の一時期における富田は、出雲国の政治的中心拠点としての役割に加えて、国の枠組

みを超えた罵辺地域＠周辺権域における政治的＠経済的中心機能をも担う場所であったと

考えられる。しかし 16世紀後半になると、富田は毛利氏＠吉川氏の手により政治的拠点

としての役割を変化＠縮小させており、経済的には美保関とともに引き続き重要な物流拠

点で、あったものの、杵築＠白潟をはじめとする西日本海沿岸の多くの港湾都市が蜂盛期を

迎えるなかで、相対的にはその地位を後退させていったと推測される。

震富田から松江への移転の地域的 a 震史的な意味について

田から松江への移転は、すでに出雲国内の中世領主層がほぼ完全に淘汰・移封された

後に、特に島根半島中西部の物流拠点が相対的に影響力を拡大させた 16世紀後半以来の

流通構造を前提として、その管理・統制強化の必要性を十分認識して行われたものではな

いかと思われる（長谷川 2013）。城下町プランの類型に即していくつかの考え方があるも

のの、 17世紀初期に限ってみれば、松江城下町は、既存の市町を利用して京橋川を境に

武家地・町人地を区別した構造であるとはいえ、「総郭型j へと評価を変えた宮本雅明氏

の説が、最も実態に近いものではないかと患われる（西島 2015）。松江城下町建設の第一

の目的は、物流拠点を管理＠統制下に置き、陸路の南北交通を遮断し、東西の水運も規制

した、要塞都市としての性格が濃厚ではないかと思われる。それゆえに、堀尾氏は富田城

下町商職人の拠点移動は積極的に推奨した可能性が高く、実際に多くの富田城下町商職人

が松江城下町へ拠点を移動もしくは進出したと誰測される。

一方の富田町は、政治的＠経済的な中心機能をすでに後退させていた 16世紀後半の富

田城下町の一部を引き継いだものである。確実な史料によってその実像を明らかにするこ

とは難しいが、松江城下町への大規模な武家地＠町人町の移転があったことは間違いない。

にもかかわらず、多種多様な職種の商職人がなお数多く居住していたことは、注目される

ところである。中世富田城下町がどれだけの規模であったのかを、初携とさせる事実と言

えよう。特に、「鍛冶町Jを中心に多数の鍛冶職人が集住していたと患われることや、富

田川荷床遺跡の出土物からは、 17世紀の富田町が、出雲国仁多郡・能義郡・伯香田日野

郡など山間部から鉄原料が供給される物流拠点であったことを確認できる。そのような側

面は、地理的な条件にも規定されて、松江城下町へ移転するよりも効率的な営業が期待さ

れたことをうかがわせており、中世富田城下町以来引き継がれてきたものである可能性を

指捕できる。
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『島根鯨史J]9 (1929年）

自J11同床遺跡発掘調査報告J] (1977 

『富田川 －飯梨J11向井｜改諺に伴う富田JII河床遺跡発掘調査報告（ヰ）

(1984 

林正久＠松浦和之「安来平野の地形とその形成過程J（『社会科研究』 12、1987

田城下町の研究J（尼子氏研究会『尼子氏の総合的研究よ 1992

島根県吉代文化センター『古代文化叢書3 富家文書』（1997年）
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島根大学~付属図書館『絵図の世界一出雲田＠隠岐国。桑原文庫の絵図－J]

（ワン＠ライン、 2006

松尾寿『松江市ふるさと文庫 5 城下町松江の誕生と町のしくみ』（松江市、 2008

山根正明『松江市ふるさと文庫 6 場尾吉靖－松江城への道J]（松江市、 2009

安来市教育委員会『安来市史料調査報告J](2009 

乾盛明繍『松江藩の時代J]（山陰中央新報社、 2009年）

乾経明編 r続松江藩の時代』（山陰中央新報社、 2010年）

｜！？専史「中世港町安来の復元的考察J（『社会科研究』 31、2010年）

仁木宏「中世都市から近世都市へ一城下町＠鉱山町一j

（『平成 22年度石見銀山遺跡関連講鹿・シンポジウム記録集』島根県教育委員会、 2011年）

日＠瀬戸浩二「松江平野の古環境（ 1) (2)J （『松江域研究』 1・2、2012・2013

河原荘一部「松江城下町遺跡の土質試験J（『松江域研究J]2, 2013 

fl博史『松江市ふるさと文産 15 中世水運と松江』（松江市、 2013年）

島根県吉代文化センター『尼子氏の特質と輿亡史に関わる比較研究』（2013年）

『松江市ふるさと文庫 16 松江域再発見』（松江車、 2014年）

乗詞実「松江城の石坦の構造と年代J（『松江市歴史叢書J7 (f松江市史研究j5号）、 2014

巴＠濃戸浩二「松江平野の古環境（ 3) J ( 向上 ） 

『松江藩の基礎的研究J] （岩田書院、 2015年）

長谷川博史「松江城下町形成前の景観と内海港湾J（『錦織勤先生ご退職記念文集J]2015年）

『中世山陰と東アジアー貿易陶磁からみる日本権交易J](2015年）

田城跡、保存管理計画J]（安来市、 2015年）

一・山田和芳・高安克呂「松江平野北部の平野発達史と古環境変遷史J

8・9（『松江市史研究J]6・7号）、 2015・2016年）

松江市史編集委員会『松江市史通史編 2 中世』（松江市、 2016年）

佐々木論朗 e 福井将介「し 1わゆる f松江城築城物語Jに関する

9 (W松江市史誹究』 7号）、 2016年）

白石純「松江城および周辺遺跡出土瓦の胎土分析についてJ

（『松江市歴史叢書』 9（『松江市史研究』 7号）、 2016年）
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⑧1 E文8年（1668)2月富田町引業米帳
所在地

俵引：料斗米i升 問： 面尺： 寸 問裏i尺間口：寸 間・1 尺入・r 寸 肩書 所持者 備考

1 （菅町） 31 11 ． 
． ．． ． ．． 

． ． 
． ．． 作右衛門

2 （宮町） 31 1 ! ．．． ． ． 
． ．． 

． ． 与次右衛門
3 （宮町） 31 1! ．． ． ． ． ． ． ．．． 

． ． 四右衛門
4 （菅町） 31 ( ．．．．． 

． ． ． ． ． ．．． 
． ．． 

． 辰右衛門
5 （菅町） 21 ．． ． ．． ． ． 

． ．． ． ．． ． 

九左衛門
6 （宮町） 3! 1 ! 3! ．．． ． ．．． 

． 安兵衛 六左衛門
7 （菅町） 3/ ( 3/ ．．． ． ．． 甚左衛門 工助
8 （菅町） 3! 1! 3! ．．． ．．．． ． ．． 久右衛門 甚左衛門
9 （宮町） 3! 1 ! 3! ．．． ． ．． ． ． 工助
10 （菅町） 31 r 3! ．． ． ． 

． ．． 久右衛門
11 （菅町） 2! ．．．． 3! ．．．． ． ．． ． ．．． 長兵衛
12 （菅町） 2! ． ． 31 ．．． 

． ．．． ． ．． 
． ． 又蔵

13 （宮町） 4! 3! 6! ．．．． ． ．．． 
．．． ． ．． 徳右衛門

14是迄かや町 3! 1! 3! ．． ． ． ． ． 長右衛門
15 （官町） 6/ 

．．． 

6/ 
． 

． ．．． 
． ．．．． 

． 

＝良兵へ
16 （菅町） 7! 6! ．． ． ． 平兵衛
17 （菅町） 3! 2! 6! ．．． ． ．． 十兵衛
18 （官町） 3! 2! 6! ．．． ． ．． 清＝郎
19 （宮町） 4! 6! ． 

． ． 市左衛門
20 （著町） 6/ 2! 9/ 

．． 
． ．．． 庄助

21 （菅町） 5! 6! ． ． ． ．．． ． ．． 安兵衛
22 （菅町） 6! 6! ．． 

． ．． 猪兵衛
23 （菅町） ( ( 6/ 

．．．． 
．． 

．．．． 二郎右衛門
24 （菅町） 4! ． 6! ．． ． ． ． ． 十右衛門
25 （菅町） 4! 1! 6! ．． ! ．．．． ＝右衛門
26 （菅町） 4! 1! 6! ．．．． 

．． ． ． 六兵衛
27 （菅町） 4! 1 ! 6! ．．． ． ．． ． ．． 五郎右衛門
28 （菅町） 41 ．．．．． 61 ．．． ． ．．． 

． ． 

． 九郎右衛門
29 （宮町） 3! ．． 6! ．． ． ． ． ． 猪右衛門
30 （菅町） 3! ．．． 12! ．．． ． ． 

． ．． ． ．． 庄右衛門 年寄
31 （菅町） 3/ ( 3/ ． 

． ． ． ． 宇右衛門
32 （菅町） 3! 1! 3! ．．． ． ．． 吉助
33 （宮町） 2! 2! 3! ．． 

． 

．． 
． ．． 助右衛門

34 （菅町） 2! 3! 3! ．．． ． ．．． 
．．． 清左衛門

35 （官町） 4! 2! 6! ．． ． ． ． ． 九右衛門
36 （菅町） 21 21 31 ．． 

． ．． 
． ．．． ． ．．． 重兵衛

37 （菅町） 2! ．．．． 3! ．．． ． ． ． ． 和兵衛
38 是迄かや町 2! ．．． 3! ． ． ． ． 

． ．． 

． 吉蔵
39 菅町川上町？） 21 ．． 3/ 

．．． ． ．．． ． ．．． ． ．．． 藤七
40 菅町 （上町つ） 3! 2! 6! ． ． ． ．．． ． ． 清七
41 菅町 （上町？） 4! 2! 6! ．． ． ． 

． ．． 
． ． 

． 利右衛門
42 （官町句（上町？） 2! ．．．． 6! ． ． ．．．． 

． 
． ．．． 

千・
43 （宮町）（上町？） 5! ．． 6! ．． ． ． ． ． 又左衛門
44 菅町）（上町つ） 21 31 61 

．．． ． ．． 

． ．．． 

． 
一郎兵衛

45 菅町）（上町つ） 2! ．． 6! ．． ． ． ． ． ． ． 一郎左衛門
46 菅 rr）＜上町つ） 2! 6! ．．． ． ．．． ． ．．． ． ．．． 七＝郎
47 菅 iT （上町？） 21 31 6/ ．．．． ．．． ． ．．． ． ．．． 惣右衛門 太助
48 菅EiT （上町？） 2! 3! 6! ．． 

． ．．． ． ．． ． ．． 九蔵
49 菅 rr ＜上町？） 4! 6! ． ． ． ．．． ． ．． ． ．． 吉左衛門
50 菅 T）（上町？） 6! 6! ．． 

． ．． ． ．． ． ．． 秀＝
51 首’rr）＜上町つ） 3! 2! 6! ．．． ． 

．．．． ． ．．． 九兵衛
52 1目『 rr ＜上町つ） 3/ 61 ．．． 

． ． ． ． 七左衛門
53 1日ξ rr）＜上町つ） 6! 12! ．．． 

． 

． ．．． 
．．． 七郎右衛門 年寄

54 （宮町）（上町つ） 4! 6! ．．． ． ． ． ． 善五郎
55 （宮町）（上町つ） 21 61 ．． 

． ． ． ． ． 
． ．．． 伊兵衛

56 菅町 （上町つ） 4! 2! 6! ． 

． 
． ．． 惣左衛門

〆 （宮町分？ 200! 2! 288! ．．． ． ．． 

（以上、合計） 1881 51 I 273! ．．． 
．． ． ．．． 

57 （上町） 5! ． 9! ． ． ．． 猪左衛門
58 （上町） 31 21 6/ ． ． ． 

．．． 

惣兵衛
59 （上町） 4! ．．． 6! ．． ． ． 多兵衛
60 （上町） 4! ．． 6! ． 

． ． 
． ．． ． ．． 忠左衛門

61 （上町） 101 ．．．．． 9/ 
．．．． ．．． 

． ．．． ． ．．． 太左衛門 嘗町目代

62 （上町） 4! 2! 6! ．．． ． ． ． ． ． ． 藤左衛門
63 （上町） 4! ．．．． 6! ． ． 

． ．．． ． ．．． ． ．．． 吉右衛門
64 （上町） 4! ．． 6! ．． ． ． ． ． 

． 四郎兵衛
65 是迄上町 3! 2! 6! ．．． ． ．． 

． ．．． ． ．．． 

． ． 弥左衛門
66 （上町） 61 ．．． 6/ ．．．． ． ．． 

． ． 
． ．． 由蔵

67 （上町） 6! 6! ．． 
． ．． ． ．．． 五兵衛

68 （上町） 4! 2! 6! ．．．． ．．．． 
． ．． 市太夫

69 （上町） ( 6/ ．．． ; ．． 
． ．． 宗看

70 （上町） 2! 6! ．．．． ． ．．． ． ．．． ． ．． 安兵衛
71 （上町） 4! 2! 6! ．． ． ． ． ． ． ． 輿右衛門
72 （上町） 2! 6! ． ． ． ．．． 

． ．．． ． ．．． 庄左衛門
73 （上町） 3! 2! 6! ．． ． ．． 助右衛門
74 （上町） 21 ( 61 

．．．． 
． ．． 市右衛門

75 （上町） 4! ．． 6! ． ． ．．． ゑかき 作右衛門
76 （上町） 3! ．．． 9! 

． 

． ．． 
． ． 利兵衛 年寄
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77 （上町） 41 ． 61 ．．． 
． ．． ． ．． ． ． ． ． 惇右衛門

78 （上町） 41 21 61 ．．． 
．．． ． ．． ． ． ． ． ． ．． 惣右衛門

79 （上町） 21 ．． 61 ．． ． ． ． ． ．．． ． ．． 安左衛門
80 （上町） 2! ．．．． 61 

．．． 

． ． ． ． ． ．．． 

． ．． 
． ． ＝四郎

81 （上町） 41 21 61 ．．．． 
．． ． ． 

． ．．． ． ．． 利右衛門
82 （上町） 41 ．． 61 ．．． ．． ． ． ． ．． ． ．． 市右衛門
83 （上町） ( ．．．． 61 ．． 

． ．．． ． ．．． 
． ．．． 

． ．． 八左衛門
84 是迄上町 21 ．． 61 ． ． 

．．． ． ．． 
． ． ． ．．．． 善左衛門

85 （下本町） 61 ． ． 91 ． ．． ． ． ． ． ．． ． ．． 彦左衛門
86 （下3広町） 3! 21 61 ．． ． ． ． ． ． ．． 

． ． ． ． ＝郎右衛門
87 （下3区町） 4! ．．． 61 ．．．． 

．． ． ． 
． ． ． ．． 惇七

88 （下3区町） 3/ 
．．． 

61 ． ． ． 

．．． ． ．． 
． ． 

． ．． ；青兵衛
89 （下3区町） 3! 21 61 ．． ．． ． ． ． ．．． 

． ． 清三郎
90 （下3区町） 3! 21 61 ． ． ． ．．． ． ． ． ．． ．．． 県＝兵衛
91 （下本町） 31 21 31 ．． ． ． ． ． ．． 

． ．．． ． ．． 助八
92 （下3区町） 21 ．． 31 ．．． ． ． ． 

． 

． ．． 
．．． 善＝郎

93 （下3院町） 4! ．．． 61 ． ． 
． 

．． ． ． 清兵衛
94 （下ニ医町） 4! ．．． 6! ． ． ． ． ． ． ． ． ．． ． ．． 利右衛門
95 （下3民町） 21 ．． 31 ．． ．． ． ． 七兵衛
96 （下3広町） 31 i 51 ．． 

． 

．．． 

奥兵衛 年寄
〆下本町分 1601 21 2511 ．．． ． ．． 「上町J＝「下本町Jかっ

（以上、合計） 1471 271 242! ．． 
． 

．． 

97 鍛冶町 31 ．．．． 61 
．． 

． 

．．．． 久左衛門
98 鍛冶町 4! ．． 6! ． 

． ．． 長兵衛
99 鍛冶町 2! 2! 3! ．． 善三郎

100 鍛冶町 2! 2! 3! ．．． 仁介
101 鍛冶町 3! 2! 9! ． 平右衛門
102 鍛冶町 31 21 31 ． ． ． 

作兵衛
103 鍛冶町 3! 2! 6! 三兵衛
104 鍛冶町 3! 3! 6! ．．． ． 吉左衛門
105 鍛冶町 2! 21 3/ ．．． 

． 

喜兵衛
106 鍛冶町 3! 1! 6! ． 

． ． 

． 久右衛門
107 鍛冶町 2! 2! 3! ．．． ． ．． ． ．．． 吉右衛門
108 鍛冶町 2! 2! 3! ．． ． ． ． ． 市兵衛
109 鍛冶町 3! 2! 6! ．．．． ． ．．． ． ．． 興兵衛 （年寄？）
110 鍛冶町 21 21 31 ．． ． ． 

． 

．． 新吉
111 鍛冶町 2! 2! 3! ．． 

．．．． ． ．．． ． ．． 清＝郎
112 鍛冶町 3! 2! 6! ．． ． ． ． ． ． ． 作蔵
113 鍛冶町 21 21 31 ．． 

． ．． ． ．． 

． 

．．． 善四郎
114 鍛冶町 3! 2! 9! ．．． ． ． ． ． ． ． ． ． 惣左衛門
115 鍛冶町 3! 2! 6! ．． ． ． 

． ．． ． ．． 
． ． 甚右衛門

116 鍛冶町 3! 2! 6! ．． 
．．． ． ．． 

． ． 
． ．． 久蔵

117 鍛冶町 4! 1! 6! ．． ． ． ． ， ．． ． ． 文市
118 鍛冶町 41 11 61 ． ． ． ．．． 

．．． 

． ．．．． 
． 

長左衛門
119 鍛冶町 2! 1 ! 3! ．． ．．． ．． 

． ． 弥市
120 鍛冶町 3! 2! 6! ．．． ． ．． 

． ． 長三郎
121 鍛冶町 21 ．．． 31 ． ． 

．．． ． ．． 久＝郎
122 鍛冶町 2! 1 ! 3! ．．． ． ．． ． ．．． 三右衛門
123 鍛冶町 2! ．． 3! ． ． ． ． ． ． 久蔵
124 鍛冶町 2! 1i 3! ．．． 

． 

．．．． 彦作
125 鍛冶町 3! ．．． 3! ．． ． ． 七蔵
126 鍛冶町 21 ．．．． 61 ．．．．． 

． ． 惣右衛門
127 鍛冶町 2! 1 ! 3! ．． ．． 

． 久作
128 鍛冶町 2! ．．． 6! ． ．．． 

．．． 
． ．．． 捨三郎

129 鍛冶町 31 21 6/ ．． 
． ．． 

． ． 久兵衛
130 鍛冶町 3! 2! 6! ．．．． 

． ．． 作左衛門
131 鍛冶町 2! 1! 3! ．． ． ．． ． ．．． 安兵衛
132 鍛冶町 4! ．． 6! ． 

． ． ． ． 善兵衛
133 鍛冶町 3! 3! 6! ．．．． ．．．． ． ．．． 左京
134 鍛冶町 21 11 31 ．． 

．．． 
． ． 仁兵衛

135 鍛冶町 4! 6! ． ． ． ．． 
．．．． 

． ． 弥三兵衛
136 鍛冶町 3! 2! 6! ．． ． ． ． ． 

． 二郎右衛門
137 鍛冶町 21 1i 3/ ．．． 

．． 
． ．．． 

． 

喜三郎
138 鍛冶町 3! 2! 6! ．．． ． ．．． 

． ． 

． ．．． 九兵衛
139 鍛冶町 2! 1! 3! ．． ． ．． ． ．． 清八
140 鍛冶町 2! 3! ．．．． i ．．．． 善四郎
141 鍛冶町 2! 1 ! 3! ．． ． ． ． ． 惣＝郎

〆かち町分 1331 11 213! ．．．． 
． ．． 

． ．．． ． ．．． 

（以上、合計） 1181 601 210! 
． 

． ．．． ．．． 

142 IBT 2! ．． 3! ． ． ． ． ． ． 庄兵衛
143 IBT 41 ．．．． 61 ．．．．． ． ．．．． ． ．．．． 加兵衛
144 町 3! 3! 6! ．． 

． ． 
． ．． 小左衛門

145・ T 3! 1! 6! ． ． 
．．． ． ．． 吉右衛門

146 4! ．．．． 6! ． ． 
．． ． ． 市郎右衛門

147 t T 2! ．． 6! ．．． 
． ． 

． 甚六
148 21 11 3/ ． ． 

．．． ． ．． 清蔵
149 E 町 2! 2! 3! ．．． ． ．．． ．．． 興八
150 E町 2! 3! ．． ． ． ． ． 七＝郎
151 tlBT 21 ( 3¥ ． ． ． ． 

． 

． ．．． 庄助
152 i IBT 2! 1 i 3! ．．． 

．．．． ． ．．． ． ．． 興十郎
153 tlBT 2! 1! 3! ．． ． ． ． ． ． ． 源助
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154 町 3! 2! 6! ． 
． ． 長右衛門

155 町 3; 2! 61 ．．．． ． ．．． 久右衛門
156 IBT 4! 6! ． ． ．．． ． ．． 

． ． 長兵衛
157 IBT ( ． 6! ．．．． ． ．． ． ．．． ． ．．． ． ．．． 治兵衛
158 町 3! 1! 6! ．．． ． ．． ． ．． ． ． ． ． 五兵衛
159 IBT 21 1 ! 5! ．． ． ． ． ． 

． ．． ． ．． 市＝郎
160 田T 2; ．．．． 3/ ．．．． ． ．．． 

． ． 
． ．．．． ． ．．．． 彦左衛門

161 IBT 2! ．．． 6! ．．． 
． ． 

． ． 
． ．． 五左衛門

162 町 31 ．． 61 ． ．．． : ．． 
． 

．． ’ ． 市助
163 IBT 2! 1 ! 3! ．．． 

．．．． 
． ．． 長兵衛

164 町 31 2! 6! ．．． ． ．． ． ．．． 彦＝郎
〆負 町 分 68! ( 113! ．．． ． ．．． ． ．．． 

（以上、合計） 61 I 191 110! ． ． ． 
．． 

． ．． 

165 下町 3! 3! ．．． 
． ． 

． ．．． 六郎左衛門
166 下町 3/ ( 3/ 

．． 

．．．． 

． 

． ．． 弥五兵衛
167 下町 2! 3! 

． 
． ． 

． 

彦兵衛
168 下町 31 1! 3! ． 

． ．． ． ． 
． 大蔵 山伏（検地帳）

169 下町 21 1! 3! ．． 
．．．． 清一郎

170 下町 21 1! 3! ．．． ． ．． 弥兵衛
171 下町 3/ ( 31 ．．． 

．．． 

五郎左衛門
172 下町 31 1! 3! ． 

． ．．． ． ．．． ＝四郎
173 下 E 2! ．．．． 3! ．．． 

． ． 
． ．． ． ．． 仁兵衛

174 下 F 3/ ( 3/ ．．．． ． ．． ． ．． ． ．． 

． 喜蔵
175 、 2! ．．． 3! ．．．． ． ．． ． ．． 

． ．． ． ．． 熊蔵
176 、 3! 1! 3! ．． ． ． ． ． ． ． ． ． 市郎左衛門
177 ー、 4! 2! 6! ．．．． ． ．． ． ．．． 

． ．． 仁右衛門
178 、 2! ．．．． 3! ．． ． ． ． ． 

． 

．． 市右衛門
179 下 i ．．． 31 ．．． ． ．． ． ．． ． ．．． ＝郎兵衛
180 下 3! 2! 6! ．．． ． ．． ． ．． ． ．．． 孫作
181 下 3! 1 ! 6! ．．． 

． ． 
． ．． 

． ． 惣四郎
182 下 F 3/ ( 3/ ．．． ． ．． ． ．．． 興次兵衛
183 l""'f:' T 3! 1 ! 3! ．．． 

． ． ． ． 茂兵衛
184 下 T 3! i 6! ． ． ． ． ． ．． ．．．． ． ．．． 長兵衛
185 下 T 3! 21 3! ． 

． ．． ． ． 
． 

久＝郎
186 下 r 3! 1 ! 3! ．．． ． ．．． 善＝郎
187 下 T 3/ ( 31 ．． ． ． ． ． ． ． 源右衛門
188 下 r 3! 1! 3! ．．．． ． ．．． ． ．．． ． ． 五右衛門

開h

189 下 I 2! 31 3! ．． ． ． 仁蔵
190 下 T 21 ( 3/ 

．．． ． ．． 
． ． 

． 七兵衛
191 下町 2! 1 ! 3! ．．． ． ．． 

． 

． ・兵衛
192 下 T 3! 1! 3! ． ． ．． 

． ． 七兵衛
193 下 T 3! 1! 3! ．．．． ． ．． ． ．． ． ．． 吉蔵
194 下 T 3! 1! 3! ．．． 

．．．． 
． ．． ． ．． 興吉 忠右衛門

195 下 T i ( 3/ 
．．． 

． ． ． ． 

． 

八右衛門
196 下 r 4! 2! 6! ．．． ． ．．． 

． ．．． 博吉
197 下『 3! 2! 6! ．． ． ． 興吉
198 下 r r r 31 ．．．． ． ．．． 惣兵衛
199 下『 31 2! 6! ．． ． ．． 

． 興兵衛 （年寄？）
200 下 T 2! 6! ．．．． l ． 八兵衛
201 下町 21 6! ．．． ． ． 

． ． 七郎右衛門 （年寄？）
202 下町 3! 61 ．．． 

． ． ． ． 清助
203 下町 i i 3/ ．．．． ． ．．． 

． ． 七蔵
204 下町 3! 21 61 ．．．． ． ．． 

． ． 二郎左衛門
205 下町 31 21 61 ． ． ． ． ．．． ． ． ． ．． 嘉兵衛
206 下町 3/ 21 6/ ．．． ． ．．． 

． 

．．．． 小左衛門
207 下町 31 2! 61 ．．． ． ．． ． ．． ．．． 徳兵衛
208 下町 41 6! ．． ． ． ． ． ． ． 忠右衛門
209 下『 31 1! 31 ． ． ． ． ．．． ． ．． ． ．．． 文四郎
210 下 r 21 1! 3! ．．． ． ．． ． ．． ． ．． 仁介
211 下『 3/ i 6! 

．．． 
． ． 

． ． 
． ．． 

六助
212 下 r 21 1! 3! ．．．． 

． 
．．．． ． ．．． 長兵衛

213 下『 2! 1! 3! ．． 

． 

．．． ． ． 文助

〆 した町分 146! 2! 195! ．．．． ． ．． ． ．． 

（以上、合計） 1331 541 195! ．．． 
．．．． 

． ．． 

214 清水町 2! 2! 3! ． ． ． 
．． 

． ．． 左兵衛
215 清水町 2! 1! 3! ． ． ． ． ． ．．． 

． 彦三郎
216 清水町 2! ．．． 6! ． ． ． ． 忠兵衛
217 清水町 i ( 31 ．．． ． ．． 仁助
218 清水町 2! ．．． 6! ．． ． ． 甚右衛門
219 清水町 2! ．．． 6! ． ．．． 久右衛門
220 清水町 21 ．．．． 6/ 

． 

． ． ． ．．． 市郎右衛門
221 清水町 2! ．． 6! ．．． ． ．． 六右衛門
222 清水町 2! 3! ．．．． 

． ．． 平兵衛
223 清水町 4! ．． 

． 教覚坊 山伏（検地帳）
〆清水町分 20! 46! ．．．． ．．．． 

（以上、合計） 191 41 46! ． ． ． ． ． ．．． 
． ．． 

224 101 ．．．． ． ．．． ． ．． ．．．． 鉢屋
225 11! ．． ． ． ． ． ． ． 寺方
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- F 司
， 司v - ,,_  『司・F ・ ・－司， ．， 

所在地
間j尺面；寸 間裏j尺間口：寸

入
肩書 所持者 備考

間j尺：寸
1板屋町 3/ ( 5 ．．． 161 鍬ふろ屋 作右衛門
2板屋町 3/ 3/ ．．． 161 屋ふや 与次右衛門
3板屋町 31 31 ．．． 161 くりだや 四右衛門
4板屋町 31 31 ．．．．． 16: 米や 善右衛門
5板屋町 31 ( 5 ．．．．． rn: 阿ベ屋 九左衛門
6板屋町 31 1: 5 ．．． 16: とぎ屋 安兵衛
7板屋町 31 31 ．．． 161 志満屋 六左衛門
8板屋町 31 31 ．．． 161 ． ． 田中 甚左衛門
9板屋町 31 31 ．．．． 16 l ． 田原屋 久右衛門

10 板屋町 31 31 ．．．．． 
． 

16: 
．． 

らうそくや 文助
11 板屋町 31 31 ．．．．． 161 田原屋 長兵衛
12 板屋町 31 31 ．．． 161 

． 

福田や 喜右衛門
13 板屋町 61 31 ．．． 161 大工 徳右衛門
14 板屋町 31 31 ．．． 161 田原屋 長右衛門
15 板屋町 61 31 ．．．． 161 中村 三良兵衛
16 板屋町 61 31 ．．．．． 16: 水野 平兵衛
17 板屋町 61 31 ．．．．． 

． 16! にへで 十兵衛
18 板屋町 61 31 ． ． ． 16: 

． 

松屋 市右衛門
19 板屋町 61 31 ．．．． 

． 161 ． 兵庫屋 安兵衛
20 板屋町 91 31 ．．． 16: 薬屋 庄助
21 板屋町 6/ 3) ．．．． 

． 16! 今村 猪兵衛
22 板屋町 61 31 ．．．． 16: はんだや 次良右衛門
23 板屋町 61 31 ．．．．． 161 はんだ屋 十右衛門
24 板屋町 6/ 31 ．．．． 16! 米屋 三良右衛門
25 板屋町 6) 31 ．．．． 16! 米屋 六郎兵衛
26 板屋町 61 31 ．．． 16! 田原屋 五郎右衛門
27 板屋町 6! 3! ．．．． 161 面晶屋 九郎右衛門
28 板屋町 6! 31 ．．． 16! 杵築屋 猪右衛門
29 板屋町 12) ( 5 ．．．． w 灰吹屋 座右衛門 年寄（富田町引料米帳）
30 板屋町 3! r 5 ．．．．． 16 ! 桶屋 治右衛門
31 板屋町 3! 3! ．．．．． 16 ! 紺屋 宇右衛門
32 板屋町 3! 31 16: 惣田屋 吉助
33 板屋町 3! 31 

． rn: かミや 助右衛門
34 板屋町 3! 31 ． 161 下鞍屋 清右衛門
35 板屋町 6! 31 161 らうそくや 九右衛門
36 板屋町 3! 3! 16: 花屋 市兵衛
37 板屋町 ヨ 31 31 161 うすへりや 利兵衛
38 板屋町 一一 3: r 5 

． 

16: 薬屋 清三郎
39 板屋町 61 ( 5 

． 
w 田中屋 清七郎

40 板屋町 61 31 ．．．． 16! 」にご 久右衛門
41 板屋町 61 31 ．．．． 161 」にご 利右衛門
42 板屋町 31 3! ．．． 16: こまた 藤七郎
43 板屋町 61 3! ．．．．． 16 ! ながや 惣左衛門
44 板屋町 61 3! ．．． 16: 面高屋 彦左衛門
45 板屋町 61 3! 

． 

． ．．． rn: 米屋 又左衛門
46 板屋町 6! 31 ．． 

． ．． 16: 魚屋 次郎兵衛
47 板屋町 61 31 

． 

．．．． 16! 井筒屋 次郎右衛門
48 板屋町 6! 31 ．．．． 

． ． ． 16: ．．．． にへで 七三郎
49 板屋町 6! 31 ．．． ． ．． 161 

．． 

丹波屋 太郎助
50 板屋町 6! 31 ．．． ． ．．． 16: ．．． 宍道屋 九蔵
51 板屋町 巳 6! 3! ．．． 

． ． ． 161 
．．． 

長屋 清三郎
52 板屋町 6! 11 5 ．．．． ． ． ． 16: 

． 

水屋 吉左衛門
53 板屋町 61 ( 5 ．．． ．．． 16! 山村 委三
54 板屋町 61 3! ．．．． ． ．． 16! 井・ 弥右衛門 つつ改組頭（富田町引料米帳）

55 板屋町 ' 61 3! ．．． ． ．．． 16! 
． 

ながや 九兵衛
56 板屋町 61 31 ．．．． ． 16: ．． ながや 七左衛門
57 板屋町 121 ( 5 ．．． ． 161 ．．．． 田中屋 七郎右衛門 年寄（富田町引料米帳）
58 EすF ． ． 

．．．．． ． ．．． 12: ．．．． 大もんじギ 善五郎
59 

’ z ． s: ．．．．． ．．． 12 ! ．．．． 大和屋 仁右衛門
60 g: r 5 ．． 161 ．．．． 田中屋 猪左衛門
61 ． 6! 31 ．．． 

． 16 ! ．．． 米屋 惣兵衛
62 3! ． ． ． ． 16: ．．． 長谷河屋 多兵衛

61 3! ． ． ． 16! ．．．． 長谷河屋 忠左衛門
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64 本町 9/ 3/ ．．．． ． ．．． 16 ! ．．．． 目代 太郎左衛門 富町目代（富田町引料米帳）

65 本町 6! 3! ．．．． ． ．．． 16 ! ．．． ゑもん屋 藤左衛門
66 本町 6/ 3/ ．．．． ． ．．． 16¥ 

．． 

井・ 吉右衛門
67 本町 61 31 ．．．． ． ．．． 161 田中屋 四郎兵衛
68 本町 6/ 3/ ．．．．．． 16¥ ． 薬屋 弥左衛門
69 本町 61 3! ．．．．． 161 

． 

並河 生悦
70 本町 6/ 3/ ．．．． 16 ! ． ．．．． 田中屋 五兵衛
71 本町 61 31 ．．．．． 161 ． しらがや 市太夫
72 本町 6/ 3/ ．．．．．． 16¥ ． ．．．．． 宗看
73 本町 61 31 ．．． 161 ． ．．． 安来屋 五郎右衛門
74 本町 6/ 3/ ． 

． ．．．． 16¥ ． ．．．． 油屋 与右衛門
75 本町 6! 3! ．．．．． 16 ! ．．．．． 田中屋 庄左衛門
76 本町 6/ 3/ ．．．．． 

． ．．．．． 16¥ ．．．．．． 伊勢屋 助右衛門
77 本町 31 31 ． ． ． ． 

．．．．． 161 ．．．． ゑとや 市右衛門
78 本町 6/ 1! 5 ．．．．． 

． ．．． 16¥ ．．．． 絵書 治右衛門
79 本町 9! 1 l 5 ．．．．． 

: ・ 161 ．．．．． 長谷川屋 利兵衛 年寄（富田町引料米帳）

80 本町 6/ 3/ ．．．．． 

． ． 

16/ ． ．．． 灰吹屋 惇右衛門
81 本町 61 31 ．．． ． ．． 161 ． ．．． 熊屋 惣右衛門
82 本町 6/ 3/ ．．．．． 16 / ．．．．．． 熊屋 安左衛門
83 本町 61 3! ． ． ． ． ． 161 ．．． 井尻屋 三四郎
84 本町 6/ 3/ ．．．．． 16 ! ． ．．．． あベ屋 利右衛門
85 本町 61 3! ． ． ． ． 

． 16 ! ．．．． 紺屋 市右衛門
86 本町 6/ 3/ ．．．．．． 

． 

16 / ． ．．．． 麹屋 八左衛門
87 本町 61 3! ．．．．． 

． ． ． 16 ! ．．．． 石原屋 善左衛門
88 本町 9/ 31 ．．．．．． 16! よこたや 彦左衛門
89 本町 6! 3! ．．．．． 16! 紺屋 三郎右衛門
90 本町 6/ 3/ ．．．．． 

． ．．．．． 16 i 紺屋 惇七郎
91 本町 61 3! ． ． ． ． 16! ．．． 夏腐屋 清兵衛
92 本町 6/ 3/ ．．．． 16! ．．．．． 柳屋 七郎左衛門
93 本町 6! 3! ．．． ． ．． 16! ． ．． 米子屋 八兵衛
94 本町 6/ 3/ ． ． ． ． ． ．．． 16/ 

．．．． 

豆腐屋 清三郎
95 本町 6! 3! ．．． ． ．． 16! ．．． 竹下屋 与三兵衛
96 本町 3/ 3/ ．．．． ． ．．． 16/ 

． 
くらもとや 助八

97 本町 3! 3! ．．．．． ． ．．．． 16! ．．．．． あベ屋 善三郎
98 本町 6/ 3/ ． ． ． ． ． ． ．．．．．． 16! ．．．．． 紺屋 清兵衛
99 本町 6! 3! ．．． ． ．． 16! ．．．．． 成田屋 利右衛門
100 本町 3/ 3/ ．．．． ． ．．． 16! ．．． 紺屋 七兵衛
101 本町 5! r 5 ．．． ． ．． 16! ．．．． 横田屋 与兵衛
102 下町 3/ 1i 5 ．．．． ． ．．． 16! 笠ぬきや 仁蔵
103 下町 3! 3! ．．．．． ． ．．．． 16! 木屋 七右衛門
104 下町 3/ 3/ ．．．． 

． ．．．． 16! 笠屋 徳兵衛
105 下町 3! 3! ．．． 

．．．．． w 岩屋 七兵衛
106 下町 守， 3/ 3/ ．．．．． ． ．．．． 16! らうそくや 吉蔵
107 下町 －，一、． ． 31 31 ．．． ． ．． w あベ屋 忠右衛門
108 下町 3/ 3/ ．．．． ． ．．． 16/ ごぜ
109 下町 6! 31 ．．． ． ．． w 黒坂屋 惇吉
110 下町 6/ 3/ ．．．． ． ．．． 16¥ らうそくや 惣太郎
111 下町 3! 3! ．．．． ． ．．．． w ほちく 惣兵衛
112 下町 6/ 31 ．．．．．． ．．．．．． 16! くつ屋 与兵衛
113 下町 6! 3! ．．． ． ．． 16! 杵築屋 八兵衛
114 下町 6/ 3/ ．．．．． 

． ．．． 161 田中屋 七郎右衛門 年寄（富田町引料米帳）

115 下町 61 31 ．．．．． ． ．．．． 16 ! くろ屋 清助
116 下町 3/ 3/ ．．．．． ． ．．．．． 16/ ．．． ちとりや 七蔵
117 下町 61 11 5 ．．．． ． ．． 161 ． らうそくや 次郎右衛門
118 下町 6/ ( 5 i ．．．． 16/ ．．．．．． こまた 嘉兵衛
119 下町 61 31 ．．．．． ． ．． 161 ．．． 手子 小右衛門
120 下町 61 3/ ．．．．．． 16/ ．．．． 馬口郎 徳兵衛
121 下町 6! 31 ． 

． ．． 161 ．．．． 比田屋 四郎右衛門
122 下 町 3/ 1! 5 ． ． ． ． 16/ ．．．． 横田屋 五右衛門
123 下町 3! 3! ．．． 16! ．．． 紺屋 長兵衛
124 下町 6/ 3/ ．．．． 16! ．．．．． たうすや 与右衛門
125 下町 31 r 5 ．．． 161 ．．．．． 責松屋 善十郎
126 下町 3/ 1 l 5 ．．．． ． ．．．． 16! ．．．．．． ながや 次郎右衛門
127 下町 ・， 31 31 ．．．．． ． ．．．． w ．．．．． かどや 書＝長吉1-1 

128 下町 3/ 3/ ． ． ． ． ． ． 
．．．．． 16! ．．．．． かどや 善三郎

129 下町 31 31 ．．． ． ．．． 16! ．．．． こかしや 又助
130 下町 6/ 3/ ．．．．． 

． ． 16! 阿ベ屋 久ニ郎
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131 ？？開T似品：.：￥／：rt¥ 3/ 3/ ．．．．． 16 I ．．．．．． 菅屋 茂兵衛
132 京；町f~？／；~i（：.二五；主主主； 3/ 3/ ．．． 16) ．．． 櫛屋 与次兵衛
133 帯副議fJ＇.~t｝総滋場i 6/ r s ．．．． 16/ ．．．．． らうそくや 宗四郎
134 i事跡祭t約 j議t:i-.；：る； 1 Of ．．． 

． 1 Of 
．．． 

蔵冗や 孫作
135 ；飛町出rむYii;z主主 5/ ．．．． 10: かわこや 三郎兵衛
136 雫前rf!'.＼三：；1・f竺＼込f s: ．． ．． 

． 10: 家作 市右衛門
137 」彊拡i;i:j;;¥,j滋鋭、 6/ r s 16 I 紺屋 仁右衛門

す3
槻？：忍・・符J 3/ 3/ ．． w 鍛次大工 一郎右衛門

自白 ' ~i~穏 J詰 3/ 3/ ．．．． 16! かミや 熊造
140 ぉ，町道議~~~ 3/ 31 ．．． 16 l しらがや 喜蔵
141 誌 ♂ア犠泌総量 3/ 3/ ．．．． 16 i 紺屋 ｛兵衛
142 -l濃議議哲書聖母； 3: r s ．．．．． 16 l ．． 畳屋 一四郎
143 院 ，； ：・ft.%＼繊~］織を5 5/ ．．．． 10! ． ．． 田原屋 又四郎
144 濃町主主将戦おきま守 s: ．．． 1 o: ．．． すかまや 仁助
145 議館主f:i忌む’語法~｛~ 101 

． 

．．．．． 10/ ．．．． らうそくや 六助
146 ；布潤~i~側室法務長持； 3/ 

．． 

． ．．．． w ．．．．． 家作 五郎左衛門
147 rf.llJlt：£府民法:i?t 3/ ． 

． ．．．． 16! ．．．．．． 家作 清＝郎
148 壌調~~！－：捨て意V 3/ ． ． ． 

． ． ． 
．．．． w ．．． 針立 弥兵衛

149 i可甥[m,tf;t妥議長τi%k・. 3/ ．． 

． ．．． ． ．．．．． 16 I ． ．．． らうそくや 与吉
150 索隊 内；開互い；；晶 3/ ． ． ． ． 

． ．． 
．．． w ．．． 山伏 大蔵

151 ：栗田主主；託金弘法性： Ji ．．．．． ． ．．．． ． ．．．． 16! ．．．．． 米屋 彦兵衛
152 寝間：｛＼＇：？々なぞ；：； 1 3/ ． ． ． 

．．． ． ．． 16 l ．．．．． 伊勢屋 弥五兵衛
153 •:-P町｛•· -:- 3/ ．．．．．． ．．．．．． 

． ．．． 16 i ． ．．．．． かミや 六郎左衛門
154 鍛治町 6/ ．．．． ． ．． ． ．． 16 l ．．． 鍛次屋 久左衛門
155 鍛治町 6/ ．．．． ． ． ． ． 

． ．．．． 16! ．．．． 坂田屋 長兵衛
156 鍛治町 3/ ．．．．． ． ．．．． 

． ．．． w ． 鍛治屋 善三郎
157 鍛治町 3/ ．．．．．． ． ．．．．． ． ．．．．． 16! 鍛治屋 仁助
158 鍛治町 9/ ．．． ． ．． ． ．． w 鍛治屋 平右衛門
159 鍛治町 3/ ．．．．． 

．．．． ． ．．． 16! 鍛治屋 作兵衛
160 鍛治町 6/ ．．．． 

． ．．． ． ．．． w 鍛治屋 三郎兵衛
161 鍛治町 6/ ．．．．． 

． ．．．．． ． ．．．． 16! 鍛治屋 吉左衛門
162 鍛治町 6/ ．．． ． ．． 

．．．． w 鍛治屋 次郎兵衛
163 鍛治町 3/ 

． 

． ．．．． 
． ．． 16 I 鍛治屋 久右衛門

164 鍛治町 3/ 
． 

． ．．．． 

． 16) 鍛治屋 吉右衛門
165 鍛治町 3/ 

．．．． 16! 鍛治屋 市兵衛
166 鍛治町 6/ w 鍛治屋 与兵衛
167 鍛治町 31 16/ 鍛治屋 新吉
168 鍛治町 3/ w 鍛治屋 清三郎
169 鍛治町 6/ 

． 16! 鍛治屋 作蔵
170 鍛治町 3/ ．． w ．．． 鍛治屋 善四郎
1 71 鍛治町 9/ 

． 

．．．． 16 i ．．．． 鍛治屋 惣左衛門
172 鍛治町 6/ ．．．．． ． ．．．． 161 ．．． 鍛治屋 甚右衛門
173 鍛治町 6/ ．．．． ．．．． ． ．．． 16/ ． さなだ 久蔵
174 鍛治町 6/ ．．．．． ． ．． ． ．． w らうそくや 又市
175 鍛治町 3/ ．．．．．． ．．．．．． ． ．．．．． 16/ 福屋 長右衛門
176 鍛治町 3/ ．．． ．．．． ． ．．． w らうそくや 弥市
177 鍛治町 6/ ． ． ． ． ． ． 

． ．．． ． ．．．． 16i ． らうそくや 長三郎
178 鍛治町 3/ ． ． ． ． 

． ． ． ． ．． w ．．．．． 田中屋 久次郎
179 鍛治町 3/ ．．．． 

．．．．．． 
．．．． 16i ． ．．．． す主や 三右衛門

180 鍛治町 31 ．．． 

．．．． 

． ．． 161 ． ．．．． 馬持 久造
181 鍛治町 3/ ． ． ． ． ． ．．． ． ．．． 16: ．．．．．． 家作 彦作
182 鍛治町 3/ ．． w ．．．． 桶屋 喜蔵
183 鍛治町 6/ 

． 

16 i ．．．．．． 家作 七造
184 鍛治町 3/ w ．．． 笠屋 作兵衛
185 鍛治町 31 

． ． 16i ．．．． 馬持 惣右衛門
186 鍛治町 3/ ．． 

． ．． 16) ．．． 家作 久作
187 鍛治町 6/ ．．．． 

． 

． ．．． 16/ 
． ． 

石原屋 徳兵衛
188 鍛治町 6/ ．．． ．．．．． 

． ．．． w 紺屋 久兵衛
189 鍛治町 6) ．．．．．． 

． ．．．． ． ．．．． 16 i 紺屋 治左衛門
190 鍛治町 3/ ．．．． 

． ． ． ． ． 
． ．． w ． 

田中屋 安兵衛
191 鍛治町 6) ．．．．． 

．．．． 

． ．．．． 16) ．．．． 森山屋 善兵衛
192 鍛治町 6/ ．．．． 

． ． ． ． ． 
． ．． 161 ．．． 神主 左京

193 鍛治町 3) 
．． 

． ． ． ． ． 
． ．．．．． 16 i ．．．．．． 家作 仁兵衛

194 鍛治町 6/ ．．． 

． ． 16: ．．． 田中屋 弥三兵衛
195 鍛治町 6) ． ． ． ． ． 16 ¥ ．．．． 馬口郎 次郎右衛門
196 鍛治町 3/ 

． ． ． 16) ．．． 家作 喜三郎
197 鍛治町 61 ． 16 ¥ 

．．． 油屋 九兵衛
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198 鍛治町 3/ ．．．． ． ．．． 

． ． 16 i 比田屋 善四郎
199 鍛治町 3/ ．．．．． 

． ．．． 16 l ． 桶屋 清八
200 鍛治町 3¥ ．．．． ． ．．． ． ．．． 16 i ．．．．． 庄兵衛
201 魚町 3! ． ． ．．．． ． ．．．． 16 ! ．．． 植田屋 庄兵衛
202 魚町 6¥ 

． 

．．．．．． ． ．．．．． 16 I ． ．．． 安井屋 嘉兵衛
203 負町 6! ．．．． 

．．．． ． ．． 16 l 
． 

かミゆひ 小左衛門
204 魚町 6¥ ．．．．． 

．．．．． 
． ．．． 16 i 薮屋 市郎右衛門

205 魚町 6! ．．． ． ．． ． ．． 16 ! 長谷川屋 吉右衛門
206 魚町 6¥ ．．．．． ． ．．． ． ．．．． 16 i 木挽 八左衛門
207 町 3! ．．． ． ．．． ． ．．． 16 ! 花屋 清蔵
208 町 3/ ．．．． ． ．．．． 

． 

16 l ．．．．． 坂田屋 与八
209 町 31 ．．． 

．．．．． 16 l ． ．．．． あじゃらギ 七＝郎
210 町 3/ ．．．． 

． ． ． ． ． ． 16 I ．．．．． なからや 庄助
211 町 3l ．．．．． 

． ．． ． ．． 16 l ．．． はりや 与十郎
212 魚町 3¥ ．．．．． 

． ．．． 16 I ．．．．． ごきや 源助
213 負町 6/ ． 

． ．．． 16 l ．．．．． べにや 長右衛門
214 魚町 6/ ．．． 

． ．．． 16 i ．．．．． 久右衛門
215 町 6l ．．．．． ． ．．．． 16 ! ．．． 櫛屋 長兵衛
216 町 6¥ ．．．． 

． ．．．．． ． ．．．．． 16 / 
．．． 回選 治兵衛

217 町 6l ．．．．． 
． ．． ． ．． 16 l 安井屋 五兵衛

218 t町 5/ ．．．．． 
． ．．． ． ．．． 16 / 原田屋 市＝郎

219 町 6! ．．．．． 
． ． ． 

． ．．．． 16 l 鍬ふろ屋 彦左衛門
220 魚町 6/ ．．．．． ． ．．． ． ．．． 16 / 魚屋 五左衛門
221 魚町 3l ．．．． 

． ．．．． ． ．．．． 16 ! 田中屋 市兵衛
222 魚町 3¥ ．．．．．． ． ．．．．． ． ．．．．． 16 i ． いぐや 市助
223 魚町 3! ．．． 

． ． ． ． 
． ．． 16 ! ．．．． いなばや 長兵衛

224 魚町 6/ 
．． 

． ．．．．． 

． 

16 i ．．．． 桶屋 彦三郎
225 魚町 6! 

．． 

． ． 16 ! ．．．．． 高 j賓屋 三郎兵衛
226 魚町 6: ．．．．．． 

． 

．．．．． 16 / ．．．． 庄太夫
227 清水町 3/ ．．．．． 

． ． ． 
． ．．．． 16 ! 庄屋（？） 忠右衛門

228 清水町 6) ．．．．． 
． ．．．． ． ．．． 16 i ．．．．． 畳屋 文兵衛

229 清水町 6! ．．．．． ． ．．．． ． ．．．． 16 ! ．．．． 畳屋 長吉
230 清水町 6) ．．．． ．．．． ． ．．． 16 i ． ．．． 紙屋 次郎兵衛
231 清水町 6! ．．． ．．．． ． ．．． 16 ! ． ．． たかや 徳右衛門
232 清水町 6/ ．．．． ． ．．． ． ．．． 16 l ．．．． 家作 仁右衛門
233 清水町 4! ．．． ． ．．． ． ．． 16 ! ．．．． 神主 内記
234 清水町 6/ ．．．．． 

． ．．．． ． ．．．． 16 / ． ．．．． 紙屋 源右衛門
235 清水町 6l ．． 

． ．．．． ． ．．． 16 l ．．． 紙屋 孫兵衛
236 清水町 3) ．．．．．． 

． ．．． 

16 i ．．．． 紙屋 市助
237 清水町 6! ．．．．． 

． ． 16 ! ． ．． 家作 助左衛門
238 清水町 6/ ． 

． ．．． 

． 

16 i ．．．． 家作 与兵衛
239 清水町 6! ． 

． ．．．． 
． ． 16 ! ．．．． 紙屋 四郎兵衛

240 清水町 6¥ ．．．． 

． ．．． 16 i ．．．． 紙屋 清左衛門
241 清水町 3! ．．．． ． ．．．． 16 ! ．．． 家作 善次郎
242 清水町 3) ．．．． 

． ．．．． 

． ． 16 / ．．．． 家作 善三郎
243 清水町 3! ．．．． 

． 

．．． 16 ! ．．．．． 家作 与三郎
244 清水町 6) ．．．．．． 

． 

．．．．．． 16 / ．．．．． 紙屋 九助
245 清水町 3! ．．．． 16 l ． ．．． 寺 左兵衛
246 清水町 6) ．．．．．． ． ．．． 16 i ． 

松江屋 六右衛門
247 清水町 6! ．．．．． ． ．． 16 l 

． 

塩屋 市郎右衛門
248 清水町 3/ ．．．．．． 

． ． 

． ．．． 16 i さやし 平兵衛
249 清水町 6! ．．． 

．．．． 16! 久右衛門
250 清水町 3) ．．．． 

． ．．．． 
． ．．．． 16 i 家作 彦三郎

251 清水町 6l ．．． ． ．． ． ．． 16 l 松原 正雲
252 清水町 3) ．．．． ． ．．．． 

．．．．．． 16 / ． ．． 大工 徳右衛門
253 清水町 3! ．．．．． ． ．．．． ． ．．．． 16 l ．．．．． 家作 差Eコ吉』4

254 清水町 6) ．． 

． ．．． ． ．．．．． 16 / ． ．．． 晶橋屋 甚右衛門
255 清水町 3! ． 

． ． ． 
． ．．．． 16 ! ．．． 新宮屋 仁助

256 清水町 { ．．．． 
． ． ． ． ． ． 16 i ．．．． 山伏 教学坊

257 清水町 6! ．．．．． ． ．．．． 16 ! ．．．．． 自笑
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. 司F ・， ， ．． ，’司．，， －~可， ．， ，咽..，司F 司F ・-- 司曹 ・－司曹

所在地
面歩積間面；尺間口？寸 間裏；尺間口；寸 間；尺入？寸 肩書 所持者 備考

1新町 96 6/ ． 6/ ．．．． 16 ¥ ．．．． 紙屋 六左衛門
2新町 64 4/ ．．．． 4/ ．．． 16¥ ．．． 紙屋 久五郎
3新町 103 6/ 3/ 6/ 2/ 16 ¥ ．．． 木挽 太郎兵衛
4新町 114 7/ 21 71 ．．． 16¥ ．．． 紙屋 八兵衛
5新町 50 3! L 3! ． ． ． 16 ! ．． 長右衛門
6新町 48 3 ! 1 ! 3! ．． 16 ! ．． 永屋 九兵衛 （年寄）
7新町 48 5/ 

．．． 

5/ ．．．． 9/ 3/ こに子 次郎右衛門
8新町 57 4/ ．．．． 4/ 5/ 13 ¥ ．．． 桶屋 善兵衛
9新町 64 4/ ．．．．． 4/ ．．． 16 ¥ ．．． 孫兵衛
10 新町 96 6/ 

． 

6/ ．．．．． 16 ( ．．． 仁右衛門
11 新町 48 3/ 3( ．．．． 16¥ ．．． 作右衛門
12 新町 96 10! 3! 10! 3! 9 ! 1 ! 同人（作右衛門）
13 新町 48 3! 3! ．．． 16 ! ．．． 荒銀屋 善左衛門
14 新町 48 3/ 3/ ．．． rn: ． ．． たLみや 吉兵衛
15 新町 48 3/ ． 3/ ．．． rn: ． ．． 九蔵後家
16 新町 48 3/ 

． 

3/ ．．． 161 ． ．． らうそくや 九蔵
17 新町 96 6/ ． 6/ ．．． w ． ．． こに子 次郎右衛門
18 新町 48 3/ 31 ． ． ． 16 l ．．．． 圧兵衛
19 新町 48 31 3! ． ． 16 ! ．．． 長兵衛
20 上町 36 n 3! ．．． 16 ! ．．． 土屋 五兵衛
21 上町 112 7/ T ．．． rn: ．．． 馬持 五兵衛
22 上町 64 5/ 10: ．．． 161 ．．． 権之少
23 上町 52 3! 1 ! 5 3/ r 5 161 ．．． 徳右衛門
24 上町 56 3/ 3/ r 31 161 ．．．．． 久兵衛
25 上町 56 3( 3( 3( 31 w ．．．． 紙屋 勝右衛門
26 上町 71 4! 3! 4! 2! 16 ! ．．． すみや 平作
27 清水かうし弐間道 ．．．． ． ．． 

． 

28 （上町） 60 3/ 4/ 5 3/ { 5 rn: 永屋 九兵衛 （年寄）
29 （上町） 112 6/ 6/ 6/ 6/ 161 ． 新出 五郎左衛門
30 （上町） 54 3! 3! r r 6 161 こんや 九兵衛
31 （上町） 50 3/ ．．． 31 1: 5 16( ． 十助
32 （上町） 56 3( 3( 31 3( 16( ． 荒嶋屋 六右衛門
33 （上町） 57 3! 3! 5 3! 3! 2 16! 中屋 利兵衛
34 （上町） 108 6! 4! 5 6! 4! 5 16! ．．． 早田屋 仁右衛門
35 （上町） 56 3/ 3/ 3/ 3/ 16/ ．．． 早田屋 吉左衛門
36 （上町） 57 3/ 3/ 3/ 3/ 8 16¥ ．．． 土屋 五兵衛
37 （上町） 56 3/ 3/ 3/ 3/ 16¥ ．．． 表屋 与三右衛門
38 （上町） 105 61 3( 6! 4/ rn: ．．． 山佐屋 惇右衛門
39 （上町） 57 3/ 3/ 3( 3/ 5 161 ．．． すみや 作右衛門
40 （上町） 58 3! 3! 3! 4! 3 16! ．．．． 表屋 五郎右衛門
41 （上町） 55 3! 1 ! 5 3! 3! 5 16! ．．． 文兵衛
42 （上町） 57 3/ 3/ 3/ 3/ 6 16¥ ．．． 直江屋 文右衛門
43 （上町） 57 3/ 3/ 3/ 3/ 8 16 l ．．． 若規屋 度右衛門
44 （上町） 57 3/ 3/ 3/ 3/ 5 16 ! ．．． 大工 吉左衛門
45 （上町） 57 3/ 3/ 4 3/ 3/ 8 16 ! ．．．． 女房 長右衛門
46 （上町） 51 3: r 5 3: r rn: ．．．．． 尽屋 喜兵衛
47 （上町） 52 31 1! 8 31 1 ! 8 16 ! ．． なベ屋 吉左衛門
48 （上町） 120 7! 3! 7! 3! 16! ． いつか 五左衛門
49 （上町） 53 31 n 5 3/ 2: 3 rn: ふしや 圧左衛門
50 （上町） 53 31 r 5 3/ 2: 5 16¥ ． 新出 重兵衛
51 （上町） 104 6/ 3/ 6/ 2: 8 16( ．． 永屋 七左衛門
52 （上町） 52 3l 1l 5 3/ 1l 5 16l ．．． 永屋 九兵衛 （年寄）
53 （上町） 53 3! 1l 5 3( 2: 16l ．．． 竹矢丹波
54 （上町） 56 3! 3! 3! 3! 1 16 ! ．．． 面晶屋 九郎右衛門
55 （上町） 56 3! 3! 3! 3! 1 16! ．． 桶屋 喜左衛門
56 （上町） 57 3/ 3l 5 3/ 3/ 5 rn: ．．．． かた木屋 九太夫
57 （上町） 67 4/ 1 ( 5 4/ n 16¥ ．．．． かつはや 三郎兵衛
58 （上町） 156 9/ 5! 9l 4! 16! ．．．． 今村三左衛門
59 （上町） 105 6l 3/ 6! 4! 16! ．．．．． 同人（今村＝左衛門）
60 （上町） 107 6/ 3/ 5 6/ 4! 5 16l ．．．．． はんたや 次郎左衛門
61 （上町） 105 6! 3! 5 6! 3! 16 ! ． 塩屋 六郎右衛門
62 （上町） 52 3! 1l 5 3! 1 ! 2 16 ! ．． 白銀屋 治右衛門
63 （上町） 53 3/ 1: 5 3/ 1: 5 rn: とき 善左衛門
64 （上町） 104 6/ 3/ 6l 3/ 16¥ 清尾仙常
65 （上町） 104 6/ 3/ 6/ 3! 16! ． 同人（清尾仙常）
66 （上町） 53 3! 1l 5 3( 2: 5 16l ．．．． なベ谷屋 忠右衛門
67 （上町） 53 3! 1l 5 3( 2: 2 16 l ．．．． かっさや 半右衛門
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68 （上町） 196 12¥ ( 5 12 ! 1 f 5 16 f 
．．．．． 灰吹屋 庄右衛門 年寄

69 （上町） 203 121 41 12! 41 16! ．．．．． 田中屋 七郎右衛門 年寄
70 （上町） 105 6! 3! 6! 4! 16! ．．． 永屋 吉右衛門 年寄ヵ
71 （上町） 104 6! 3! 6! 3! 16! ． 永屋 九兵衛 年寄
72 （上町） 104 61 31 6! 3! 16! いつか 五左衛門
73 （上町） 104 61 31 6! 3! 16! 面晶屋 九郎右衛門
74 （上町） 103 61 3! 6! 2: 16! J｝く 安左衛門
75 （上町） 53 31 ( 5 3! 2: 16! うTニj11 七郎兵衛後家
76 （上町） 52 31 11 5 3! 11 5 16! 山路 市兵衛
77 （上町） 103 6! i 5 6! 1! 5 161 ． たんはや 小兵衛
78 （上町） 52 3! 1 ! 5 3! 1 ! 5 16l ．．． 永屋 喜兵衛
79 （上町） 107 6! 31 8 6! 5! 16! ．．．． 山路 市兵衛
80 （上町） 52 3! r 5 3! 1 ! 5 16! ．．．． たLミや 七左衛門
81 （上町） 104 6! 31 6! 3! 16! ．．．．． 七良右衛門
82 （上町） 52 3! ( 5 31 1 ! 5 16! ．．．． はんたや 次郎左衛門
83 （上町） 52 3! 1l 5 31 1 l 5 16! ．．．．． 米屋 文左衛門
84 （上町） 105 6! 3! 5 61 31 5 16! ．．．． 灰吹屋 惇右衛門
85 （上町） 106 6! 3! 6 61 41 16 ! ．．．． 永屋 惣左衛門
86 （上町） 53 31 2: 2 31 1l 5 16! ．．．．． 灰吹屋 六郎兵衛
87 （上町） 209 13! 6 13 ! ．．．．． 161 ． ．．．． こに子 源右衛門
88 （上町） 112 71 ．．．．． 71 ．．．． 161 ． ．．．． 今津屋 弥兵衛
89 下町せんたんし4bうし三間； ．．．．． ． ．．．． ． ．．． ． ．．．． 

90 （下町） 56 31 3! 2 3! 2: 8 16! ．．．．． かミこや 利兵衛
91 （下町） 59 31 4! 3! 4! 16! ．．．．． 田中屋 七郎右衛門 （年寄）
92 （下町） 51 3! 1 ! 8 3! 5! 16! ．．． 横町 六三郎
93 （下町） 53 3/ 2: 3 31 1l 5 161 ．．．．． いつか 五左衛門
94 （下町） 96 61 ．．． 6! ．．．． 161 ．．．．． 神主 左門
95 （下町） 58 3! 21 5 31 51 16! ．．． 表屋 久左衛門
96 （下町） 54 31 3! 2 3 ! 1 l 161 表屋 久左衛門
97 （下町） 59 31 4! 2 3! 41 161 黒坂屋 博吉
98 （下町） 58 3! 31 6 3! 4! 16 ! ．．． 茶屋 太兵衛
99 （下町） 58 3! 3! 3 3! 4! 16 ! ．． 町代 吉右衛門

100 （下町） 58 31 3! 4 3! 31 8 161 ．．． 久兵衛
101 （下町） 57 31 3! 5 3! 31 5 161 ．．． 助蔵
102 （下町） 171 10: 3! 6 10: 41 5 161 ．．． 灰吹屋 惇右衛門
103 （下町） 108 61 41 61 5! 161 ．．． 久三郎
104 （下町） 57 31 31 8 31 31 161 ．．． 安部屋 忠左衛門
105 （下町） 53 31 2! 5 31 2! 16! ．．． 馬持 与兵衛
106 （下町） 53 3! 1 ! 5 3! 2! 161 ．．．．． 清三郎
107 （下町） 54 3! 21 3! 2: 5 161 ．．．．． 久右衛門
108 （下町） 54 3! 21 3! 2: 5 16! ．．．．． ちとり 与次右衛門
109 （下町） 53 31 r a 3! 1 ! 8 16! 茂兵衛
110 （下町） 53 31 11 6 3! 1! 8 16! 市右衛門
111 （下町） 107 61 4! 5 6! 31 5 16 ! 清左衛門
112 （下町） 59 31 31 2 31 51 16 ! 徳左衛門
113 （下町） 104 61 31 61 31 16! ． 

庄三郎
114 （下町） 55 31 21 6 31 2: 3 161 九右衛門
115 （下町） 55 31 21 6 3! 21 3 161 嘉兵衛
116 （下町） 104 6! 3! 2 6! 3! 161 わらや 七左衛門
117 （下町） 107 61 41 6! 4! 5 161 ．． 徳兵衛
118 （下町） 105 6! 3! 6! 3! 8 16! 永屋 七左衛門
119 （下町） 49 3! 

．．．． 

3 ! 1 ! 16! 表屋 久左衛門
120 （下町） 24 4! 2! 4! 2! 5! 4! 馬持 五右衛門六右衛門
121 （下町） 48 6! 5! 6! 51 5 6! ． 米屋 惣兵衛
122 （下町） 48 3! 2: 8 3! 31 7! 3! 5 市郎兵衛
123 （下町） 48 3! 2: 8 3! 3! 5 8! 戸右衛門
124 （下町） 76 8! 4! 4 8! 3! 5 s: 5! 米屋 惣兵衛清助
125 （下町） 54 5! 2: 5! 21 5 11! 七郎兵衛
126 （下町） 72 61 1! 61 ．．．． 12 ! 宗右衛門
127 （下町） 36 3! 3 3! ．．． 12 l すげや 茂兵衛
128 （下町） 36 3! 5 3! ．．．．． 12: 21 すげや 安兵衛
129 （下町） 161 111 1l 11 l 2 ! 14l 2: 信田両無
130 （下町） 54 5! 21 1 51 2: 1 101 ．．．． 蔵元 孫左衛門
131 （下町） 56 5! 2: 1 5! 1l 8 10: 3! 蔵元 仁左衛門
132 （下町） 55 5! 6 5! 6 10: 4! 5 三郎兵衛
133 （下町） 65 51 3! 6 5! 31 5 rn 4! 松坂屋 平三郎
134 （下町） 109 71 6! 1! 3 61 3! いさんや 善右衛門
135 （下町） 56 3! 3! 7 31 2: 5 16! 2: 5 割鉄屋 市郎右衛門
136 （下町） 56 3! 3! 5 3! 2: 5 16! ．．．．． 紙屋 長左衛門
137 （下町） 56 3! 31 5 3! 2: 5 16 ! ．．． しらかや 七蔵
138 （下町） 54 3! 3! 2 3! 1l 2 16! ．．． 庄兵衛
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（年寄）

目代

七兵衛
三右衛門

豊三盤
勘十郎
伊左衛門
吉三郎
七左衛門
長吉
慶惇
＋王堂
薬商豆布地
覚平
定助
市蔵

喜真衛
文兵衛
新三郎
次郎右衛門
善兵衛
七郎右衛門
伊左衛門
惣兵衛
惣兵衛
太郎左衛門
藤左衛門
忠左衛門
忠兵衛
吉田玄柳
圧右衛門
五右衛門六右衛門

太郎兵衛
五兵衛

吉石膏門
吉右衛門
与四右衛門

博右衛門
文左衛門
五郎右衛門
友助
座頭
助右衛門

清兵衛
六右衛門
長谷川弥次右衛門
並河元伯
惣右衛門
長三郎
久左衛門
喜兵衛

忠左衛門
又兵衛
喜右衛門
長右衛門
仁左衛門
彦左衛門
三右衛門
惇七
与兵衛

下役人

伊勢屋

相
一
昨
日
一
緒
一
緒
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間
一
位
唯
一
時

綿打
ゑかき

51大和屋
田中屋
町代
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屋
一
屋

皮
一
江

宇
一
松

伊勢屋

繕書
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宇波屋
安部
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こん屋
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たき屋
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亀嵩屋
横田屋
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こん屋
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一乗院
いつか ｜五左衛門
三吉屋 ｜作兵衛

新宮屋 ｜六左衛門
こん屋 ｜市郎兵衛
蝋燭屋 ｜善三郎
こん屋 ｜十右衛門
成田 ｜利右衛門
三吉屋 ｜作兵衛
馬持 l清三郎
恵美須屋｜藤右衛門
くしゃ ｜長兵衛
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210 魚町 106 61 31 4 61 41 161 ． 田辺屋 治兵衛
211 魚町 49 31 3 31 3 16! ．．． 石原屋 善右衛門
212 ｜魚町 49 31 3 31 3 16! ．．．． 魚屋 忠兵衛
213 ｜魚町 84 5! 1 ! 3 5! 2! 16! ．．．． 原田屋 平左衛門
214 魚町 60 3! 3l 8 4! ．．．．． 151 5! 善四郎
215 i負町 46 3! 1l 2 31 ．．．．． 141 51 福嶋屋 与次兵衛
216 ｜魚町 45 3! ．．．．． 31 ．．．．． 15! ．．．．． 布部屋 市三郎
217 魚町 45 31 ．．．．． 31 ．．．．． 15! ．． ’ ．． かさや 長右衛門
218 ｜負町 48 3! ．．．．． 31 ．．．．． 16! ． ．．．． 徳右衛門
219 魚町 48 3! 

．．．． 3! ．．．． 16! ． ．．． かLみとさ 市助
220 魚町 48 3! ．．．． 3! ． ．． 16! 市郎右衛門
221 ｜負町 48 31 ．．．．． 31 ． ．． 161 長谷川弥次右衛門
222 l魚町 47 31 ．．． 31 ．．． 15! 3! 岩倉屋 所左衛門
223 魚町 64 41 2: 5 41 1! 15l 大工 安左衛門
224 魚町 61 41 5 41 ．．．． 15: r とき 平作
225 魚町頭ノかうし三間五寸 ．． ’． : 

．．．．． ．．．．． ． ．．． ． ．．． 

226 同 裏へ入かうし弐問 ． ． ．．． ． ．． ． ．．． ． ．．． 

227 （魚町） 68 6! ．．． 6! 2! 11! 五右衛門
228 （：町） 33 3! 1l 31 2 10: 31 大工 半右衛門
229 （町） 30 3! 1l 31 2 9! 51 大工 惇之釆

230 （：町） 28 3! 7 3! ．．．． 9! 1! 5 くしゃ 仁左衛門
231 （魚町） 29 3! 7 31 ．．．． 9! 21 ゃからや 庄助
232 （魚町） 39 3! 8 31 ．．．．． 121 31 仁右衛門
233 （魚町） 35 3! 5 31 ．．．． 1 ( 31 くしゃ 長兵衛
234 （魚町） 39 3! 5 3! ．．． 12! 5! 御馬屋 助左衛門
235 （魚町） 41 3! ．．． 31 ．．．． 13! 31 布部屋 市＝郎

236 （魚町） 48 3! ．．． 3! ．．． 16! ．．． もり嶋屋 茂兵衛
237 （魚町） 48 31 

． 

3! ．．．． 16! 2: 源助
238 魚町中ノかうし玉尺八寸 ．．．．． ． ．． ． ． ． ． ．． 

． ．．．． 

239 （魚町） 96 6! ．．．． 6! ． ．． 16! ．．． 木挽 八左衛門
240 （魚町） 48 3! ． ． 3! ．． 16! ． ．．． ひだや 太郎兵衛
241 （魚町） 48 3! ．． 3! 16! 桶屋 十兵衛
242 （魚町） 50 3! 5 3! n 16! ．． 比田屋 久左衛門
243 （魚町） 50 3! 5 3! r 16! 

． 

角蔵
244 （魚町） 103 6! 3! 6! 2: 16! 安井 嘉兵衛
245 （魚町） 52 31 3! 5 3! 1! 5 15! 2! 5 三吉屋 作兵衛
246 鍛治町 141 a: 2: 9! 16! かち 太兵衛
247 鍛治町 98 61 1! 6! 5 16! かち 長兵衛
248 鍛治町 49 3! 5 31 5 w 松坂屋 平三郎
249 鍛治町 49 31 5 31 5 16l 関屋 六郎兵衛
250 鍛治町 99 6! 1l Bl r 16! かち 惇兵衛
251 鍛治町 49 31 5 31 8 16! 

． 

安左衛門
252 鍛治町 49 3/ ． ’ ．．． 31 8 16! かち 久＝郎

253 鍛治町 97 6) 1! 6! ．．．．． 161 
． 

かち 善右衛門
254 鍛治町 93 6! 8 61 ．． 151 2! かち 吉左衛門
255 鍛治町 46 3! 5 3! 15! かち 仁助

256 鍛治町 46 3/ 5 31 ．． w n かち 次郎右衛門
257 鍛治町中洞光寺え入かうし弐間 ．．． 

． 

258 （鍛冶町） 46 3/ ．．．．． 31 ．． 15l 21 すLきや 長右衛門
259 （鍛冶町） 46 31 ．．．．． 3/ 15! 2! 家作 久次郎
260 （鍛冶町） 47 3! 3 3! 15! 3! かち 作兵衛
261 （鍛冶町） 47 3! 3 3! 

． 

15! 3! くしゃ 彦兵衛
262 （鍛冶町） 50 3! 5 3! 1 ! 5 15! 5! 福屋 長左衛門
263 （鍛冶町） 51 31 5 3! n 5 16l らうそくや J三l同三τ口C" 

264 （鍛冶町） 33 21 4 2! ． 16! 六兵衛
265 （鍛冶町） 65 4! 5 4! 5 16! 平井 惣兵衛
266 （鍛冶町） 49 31 5 3! ． 16! ねつ鉄 久蔵
267 （鍛冶町） 49 3! 5 3! 5 16 ! 久兵衛
268 （鍛冶町） 49 3! 5 3! 5 16! もちゃ 長兵衛
269 （鍛冶町） 49 3! 3 3! 5 16! ． 家作 喜右衛門

270 （鍛冶町） 49 3! 5 3! 5 16l ．．．． 出来蔵
271 正願寺え入かうし弐間 ．．． 

． ． ． ． ． 
．．． 

． ．．．． 

． 

272 （鍛冶町） 67 4! 1! 4! 1! 161 ．．．．． 宇波屋 博右衛門
273 （鍛冶町） 49 3! 5 3! 2 16! ．．．． 桶屋 権＝郎

274 （鍛冶町） 49 31 5 3! 2 16! ．．． 備中屋 長兵衛
275 （鍛冶町） 46 3! 5 3! 2 15! 1! 太郎兵衛
276 （鍛冶町） 103 6! 5! 5 8! ．．．． 13! 5! 大工 文右衛門
277 （鍛冶町） 93 5! 3! 6! 16! ． 勘太夫
278 （鍛冶町） 51 3! 5 3! 2 16! 

． 
今市屋 六郎兵衛

279 （鍛冶町） 51 3! 5 31 2 16! 
． 

安兵衛

280 （鍛冶町） 99 6! 1 ! 61 1 ! 16! 油屋 六郎兵衛

A
斗ム円。



281 （鍛冶町） 49 3/ 5 3( 5 w ．．．．． 家作 喜三郎
282 （鍛冶町） 53 3[ 5 3[ 5 16 [ ．．． 増田屋 嘉左衛門
283 （鍛冶町） 49 3! 5 3! 5 16 ! ．．．． 萩原屋 八郎兵衛
284 （鍛冶町） 49 3! 5 3! 5 16 ! ．．．． 江戸屋 市郎右衛門
285 （鍛冶町） 49 3[ 3 3! 5 16[ ．．．．． らうそくや 安兵衛
286 （鍛冶町） 49 3l 5 3[ 5 16 l ．．． 小川屋 次郎太夫
287 （鍛冶町） 49 3/ 3! 5 161 ．．．．． 神主 左尽
288 （鍛冶町） 49 3/ 5 3! 5 161 ．．． 田頼屋 市右衛門
289 （鍛冶町） 149 9! 11 5 9! 2! 16! ．．． 山路屋 惣太夫
290 （鍛冶町） 49 3! 5 3! 5 16 ! ．． 山路屋 市兵衛
291 （鍛冶町） 49 3! 3 3! 5 16 ! ．． こん屋 与三右衛門
292 （鍛冶町） 99 6 [ 1 [ 61 n 5 16[ ．．． 野沢屋 太郎兵衛
293 （鍛冶町） 53 3[ 31 4 31 5 16 [ ．．． 久右衛門
294 （鍛冶町） 49 3[ 5 31 5 16 [ ．．．． かち 徳兵衛
295 （鍛冶町） 49 3[ ． 

3! 5 16 ! ．．．．． かち 市兵衛
296 （鍛冶町） 99 6[ 11 6! 11 16 ! ．．． かち 与兵衛
297 （鍛冶町） 50 3! 1! 3! 5 16 ! ．．．． 権右衛門
298 （鍛冶町） 50 3! 1! 3! 5 16 ! ．． 御蔵 惣兵衛
299 （鍛冶町） 49 31 3 31 5 16[ ．．．． かち 八郎兵衛
300 （鍛冶町） 49 3[ 3 3[ 5 16 [ ．．． かち 忠右衛門
301 （鍛冶町） 49 3[ 3 3[ 5 16 [ ．．．． かち Jー」－＼云E云：f尋r
302 （鍛冶町） 49 3[ 3 3[ 5 16[ ．．．． かち 小兵衛
303 （鍛冶町） 99 6[ 11 5 6[ 5 16 [ ．．．． かち 与三右衛門
304 （鍛冶町） 88 8! ．．．．． 3! ． ．． 16 ! ．． かち 八兵衛
305 御蔵元町 53 3! 1 ! 5 3! 2! 16 ! ．． 清＝郎
306 御蔵元町 53 3/ n 5 3/ n 5 16 [ ．． 仁右衛門
307 御蔵元町 53 3/ r 5 3/ r 5 16 [ ．．． 徳右衛門
308 御蔵元町 53 3/ r 5 31 r 5 16 [ ．．． 長右衛門
309 菅町 120 11! ．．．． 4[ ．．． 16 [ ．．． 原田 圧兵衛
310 菅町 137 9! ．．．． 8[ 11 16 [ 

． いつか屋 市右衛門
311 萱町 64 4! ．．．． 4! ． ．． 16 ! ． おてま 善三郎
312 菅町 64 4! ．．．． 4! ．．．． 16 ! ． 佐五内
313 宮町 75 4/ n 5 5[ 2: 5 151 3[ 灰吹屋 瀬兵衛
314 萱町 75 4/ r 5 51 2: 5 15[ 3l 灰吹屋 瀬兵衛
315 菅町 68 4[ ．．． 4[ 3[ 16[ 

．． おてま 角肉
316 菅町 68 4[ ．．． 4[ 3[ 16! 宇右衛門
317 萱町 64 4! ．．． 4[ ．．． 16 [ 

． 

庄左衛門
318 萱町 64 4! ．．． 4! ．．．． 16 ! 九郎兵衛
319 菅町 12.5 4! ．．．． 4! 3! 3! 地蔵堂
320 萱町 55.5 4[ ．．．．． 4[ 3[ 131 ． 惣次郎
321 菅町 140 8[ 3[ 9[ ．．． 16[ 

． 面高屋 九郎右衛門
322 萱町 64 4[ ．．． 4[ ．．．． 161 ． 万之丞
323 萱町 68 4[ ．．． 4[ 3[ 16[ 

． 与次兵衛
324 菅町 64 4/ ．．． 4[ ．．． 16[ ．．． 作兵衛
325 宣町 64 4! ．．．． 4! ． ．．． 16[ ． ．． 六郎兵衛
326 菅町 64 4! ．．． 4! ．．． 16! ．．．． 六郎兵衛
327 菅町 64 4[ ．． 

41 ．．．． 16 [ ．．．． 惣右衛門
328 萱町 64 6[ ．． 6[ ．．． 16[ ．．．．． 市兵衛
329 菅町 161 12: 11: ．．． w ．．．．． おてま 喜右衛門
330 菅町 161 12: ． 11! ． ．．．． w ．．．． 平野屋 惣七
331 菅町 52.5 3[ 4/ 5 3[ 4/ 5 w ．．． 四五内 21.5歩＝松ノ下込引＝残31歩

332 菅町 64 4! 4! 16 ! ．．．． ノ＇云c::.云fl血手とT 13歩＝松ノ下込引＝残51歩

333 萱町 64 4! 4! 16 ! ．．． 仁助
334 菅町 64 4[ ．． 4[ 16[ ．．． 長四郎
335 官町 64 4[ ．． 4[ 16¥ ．．．．． 品田屋 太郎兵衛
336 萱町 64 4! ．． 4[ 16[ ．．．． 博兵衛
337 宮町 64 4[ ．．． 4[ ．． 16[ ．．． 権兵衛
338 萱町 144 9[ ．．． 9[ ．．． 16[ ．．． 西城柿 庄左衛門
339 菅町 64 4! ．． 4! ． ．．． 16 ! ． ．． 十兵衛
340 菅町 64 4! ．．． 4! ． ．．． 16! ．．． 十兵衛
341 萱町 64 4[ ．．．． 4[ ．．． 16 [ ． ．．． 作兵衛
342 宮町 88 6[ ．．． 5[ ． ．． w ． ．． 同人（作兵衛）
343 萱町 64 4[ ．．．． 4[ ． ．．．． w ． 

同人（作兵衛）
344 菅町 96 6[ ．．．．． 6[ ． ．．． 16[ 喜右衛門 肉3尺＝8歩道ニ引＝残88歩

345 菅町 56 3[ 3[ 3[ 3[ 16[ 蓮教寺
346 萱町 80 51 ．．．． 5! ． ．． 16! ． ．． 六平
347 萱町 80 5! ．．．． 5! ．．． 16 l ．．．． 善兵衛
348 萱町 40 2: 3[ 2: 31 16l ．．． 勝願寺
349 菅町 64 4[ ．．． 4[ w ．．．． 清三郎
350 菅町 128 8[ 81 w ．．． 七左衛門
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